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五四三二一
は
じ
め
に

飛
鳥
寺
の
発
願
縁
起

飛
鳥
寺
発
願
以
前
の
寺
と
僧
尼

発
願
の
真
相

造
寺
工
の
技
術
の
習
得

飛
鳥
寺
造
営
集
団

む
す
び

註
は
じ
め
に

　
わ
が
国
初
の
本
格
的
な
伽
藍
の
寺
院
と
し
て
建
立
さ
れ
た
飛
鳥
寺
は
、
現
在

創
建
当
初
の
も
の
と
し
て
は
鞍
作
鳥
が
つ
く
っ
た
と
い
う
丈
六
の
金
銅
釈
迦
像

が
の
こ
る
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
昭
和
三
十
一
・
二
年
の
発
掘
調
査

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
誰
も
想
像
で
き
な
か
っ
た
一
塔
三
金
堂
と
い
う
大
伽
藍

の
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
私
も
こ
の
飛
鳥
寺
の
発
掘
調
査
と
先
学
の
研
究
に
導
か
れ
て
、
飛
鳥
寺
の
造

　
　
　
　
　
　
飛
鳥
寺
の
発
願
と
造
営
集
団

営
経
過
と
三
金
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
仏
像
に
つ
い
て
小
論
を
発
表

　
　
　
　
　
　
　
（
1
〕

し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
如
何
な
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
の
か
と
い
う

問
題
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
か
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
か
つ
て
日
本
人
の
誰
一

人
見
た
こ
と
の
な
か
っ
た
彩
色
鮮
や
か
な
巨
大
木
造
建
築
の
仏
教
建
築
や
、
金

色
燦
然
と
輝
や
く
丈
六
の
金
銅
仏
を
一
体
ど
の
よ
う
な
工
人
が
つ
く
っ
た
の
か

と
い
う
問
題
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
未
知
の
建
築
や
仏
像
を
日
本
人
だ
け
で
つ
く

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
仏
教
を
わ
が
国
に
伝
え
た
半
島
の
百
済
が
わ

が
国
の
仏
教
興
隆
を
期
待
し
て
協
力
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

．
そ
こ
で
わ
が
国
第
一
号
の
本
格
伽
藍
の
飛
鳥
寺
を
つ
く
っ
た
造
営
集
団
が
ど

の
よ
う
な
工
人
か
ら
組
織
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
私
見
を
述

べ
、
あ
わ
せ
て
飛
鳥
寺
が
発
願
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

み
た
い
。

一
、
飛
鳥
寺
の
発
願
縁
起

飛
鳥
寺
の
発
願
の
経
緯
に
つ
い
て
は
『
日
本
書
紀
』

と
『
元
興
寺
伽
藍
縁
起

一
三
一



井
流
記
資
財
帳
』
（
以
下
『
元
興
寺
縁
起
』
）
が
そ
れ
ぞ
れ
記
し
て
い
て
、
両
者

と
も
に
用
明
天
皇
二
年
・
丁
未
の
年
（
五
八
七
）
を
発
願
年
と
す
る
が
、
発
願

縁
起
と
し
て
記
す
も
の
は
両
者
異
な
る
。

　
『
日
本
書
記
』
崇
峻
天
皇
即
位
前
紀
（
用
明
二
・
五
八
七
）
に
は
、
そ
の
年

の
四
月
に
用
明
天
皇
が
崩
御
し
た
あ
と
、
皇
位
継
承
を
め
ぐ
っ
て
蘇
我
馬
子
大

臣
と
物
部
守
屋
大
連
が
対
立
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
七
月
に
な
る
と
、

馬
子
は
諸
皇
子
や
群
臣
た
ち
と
守
屋
を
討
た
ん
と
し
て
軍
兵
を
河
内
の
渋
河
に

す
す
め
る
が
、
そ
の
と
き
厩
戸
皇
子
、
の
ち
の
聖
徳
太
子
は
戦
勝
祈
願
を
し
、

勝
利
を
得
た
な
ら
必
ず
四
天
王
寺
を
建
て
る
こ
と
を
誓
っ
た
。
ま
た
馬
子
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

「
凡
そ
諸
天
王
・
大
神
王
等
、
我
を
助
け
衛
り
て
、
利
益
つ
こ
と
を
獲
し
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

ま
は
ば
、
願
は
く
は
常
に
諸
天
と
大
神
王
と
の
奉
為
に
、
寺
塔
を
起
立
て
て
、

　
　
　
つ
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

三
宝
を
流
通
へ
む
」
と
、
誓
を
発
て
た
。
や
が
て
守
屋
を
諌
し
、
乱
平
定
後
摂

津
国
に
四
天
王
寺
を
つ
く
り
、
馬
子
も
本
願
の
ま
ま
に
飛
鳥
の
地
に
法
興
寺
、

す
な
わ
ち
飛
鳥
寺
を
起
て
た
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
飛
鳥
寺
は
馬
子
が
用
明
二
年
に
皇

位
継
承
を
め
ぐ
っ
て
守
屋
と
戦
っ
た
と
き
、
戦
勝
祈
願
と
し
て
そ
れ
も
四
天
王

寺
と
同
時
に
発
願
建
立
さ
れ
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
『
元
興
寺
縁
起
』
の
記
す
飛
鳥
寺
の
発
願
縁
起
は
前
記
の
『
日

本
書
紀
』
の
も
の
と
ま
っ
た
く
異
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ

　
　
然
不
。
久
之
間
、
丁
未
年
百
済
客
来
、
官
間
言
、
此
三
尼
等
、
欲
。
度
。
百

　
　
済
国
一
受
亡
戒
、
是
事
応
。
云
何
一
耶
。
時
藩
客
答
日
、
尼
等
受
戒
法
者
、
尼

　
　
寺
之
内
、
先
請
・
十
尼
師
一
受
。
本
戒
一
已
、
即
詣
。
法
師
寺
一
請
二
十
法
師
一

＝
一
一
二

　
　
先
尼
師
十
合
廿
師
所
受
。
本
戒
一
也
、
然
此
国
者
、
但
有
。
尼
寺
一
無
。
法
師

　
　
寺
及
僧
一
尼
等
若
為
・
如
レ
法
者
、
設
・
法
師
寺
一
請
・
百
済
国
之
僧
尼
等
一

　
　
可
・
令
・
受
戒
一
白
。
時
池
辺
天
皇
以
・
命
、
大
々
王
与
二
馬
屋
門
皇
子
二
一
柱

　
　
語
告
宣
、
法
師
寺
可
。
作
処
見
定
告
。
時
百
済
客
白
、
我
等
国
者
、
法
師

　
　
寺
尼
寺
之
間
、
鐘
声
互
聞
、
其
間
無
。
難
事
一
半
月
々
々
日
中
之
前
、
往

　
　
還
処
作
也
。
時
聰
耳
皇
子
馬
古
大
臣
倶
起
・
寺
処
見
定
。
丁
未
年
、
時
百

　
　
済
客
還
二
本
国
』
時
池
辺
天
皇
告
宣
、
将
欲
。
弘
コ
聞
仏
法
一
故
、
欲
。
法
師

　
　
等
井
造
寺
工
人
等
一
我
有
。
病
故
、
忽
速
宜
。
送
也
。
然
使
者
未
。
来
間
、

　
　
天
皇
崩
已
。

　
こ
こ
に
三
尼
と
あ
る
の
は
わ
が
国
初
の
尼
僧
と
な
っ
た
善
信
・
禅
蔵
・
恵
善

の
三
尼
の
こ
と
で
、
彼
女
た
ち
は
前
年
の
敏
達
十
四
年
（
五
八
五
）
の
破
仏
の

と
き
、
都
波
岐
市
（
海
石
榴
市
）
で
迫
害
を
う
け
て
い
た
が
、
敏
達
天
皇
の
崩

御
後
用
明
天
皇
が
即
位
す
る
と
、
三
尼
は
桜
井
道
場
（
寺
）
で
供
養
さ
れ
た
。

そ
の
と
き
三
尼
は
「
伝
へ
聞
く
、
出
家
の
人
、
戒
を
以
て
本
と
為
す
と
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
か
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾

る
に
戒
師
な
し
。
故
、
百
済
国
に
度
り
て
戒
を
受
け
む
と
欲
り
す
」
と
白
し
た

と
い
う
。
こ
の
あ
と
前
掲
の
記
述
が
つ
づ
く
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
丁
末
の
年
（
用
明
二
・
六
八
七
）
に
百
済
の
客
が
来
日
し
た
。

こ
の
百
済
の
客
に
三
尼
が
百
済
に
度
り
て
受
戒
し
た
い
旨
を
伝
え
る
と
、
百
済

の
客
は
「
尼
が
受
戒
す
る
法
は
尼
寺
に
ま
ず
十
尼
師
を
請
じ
て
本
戒
を
受
け
、

次
に
法
師
寺
に
詣
り
て
十
法
師
を
請
じ
、
尼
師
と
あ
わ
せ
て
廿
師
の
も
と
に
て

本
戒
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
国
に
は
尼
寺
だ
け

が
あ
っ
て
、
法
師
寺
と
僧
が
な
い
。
尼
た
ち
が
も
し
法
の
ご
と
く
せ
ん
と
す
れ



ば
、
法
師
寺
す
な
わ
ち
僧
寺
を
建
立
し
、
百
済
か
ら
僧
尼
を
講
じ
て
受
戒
せ

よ
L
と
白
し
た
。
用
明
天
皇
は
大
々
王
す
な
わ
ち
後
の
推
古
天
皇
と
聖
徳
太
子

に
、
「
法
師
寺
を
起
て
る
所
を
見
定
め
よ
」
と
告
り
た
ま
わ
っ
た
。
そ
こ
で
聖

徳
太
子
と
馬
子
の
二
人
が
寺
、
す
な
わ
ち
飛
鳥
寺
を
起
て
る
所
を
見
定
め
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
『
元
興
寺
縁
起
』
は
飛
鳥
寺
を
い
つ
発
願
し
た
と
は
明
一
言
し

な
い
が
、
丁
未
年
に
百
済
の
客
が
来
日
し
て
そ
の
年
に
帰
国
す
る
ま
で
の
間
に

飛
鳥
寺
を
起
て
る
所
を
見
定
め
た
と
い
う
か
ら
、
丁
未
の
年
、
つ
ま
り
用
明
二

年
が
発
願
の
年
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
日
本
書
紀
』
と
『
元
興
寺
縁
起
』
の
伝
え
る
飛
鳥
寺
の
発

願
に
関
す
る
経
緯
や
理
由
は
ま
っ
た
く
異
な
る
が
、
発
願
年
は
両
者
と
も
に
用

明
天
皇
二
年
の
丁
未
年
（
五
八
七
）
で
一
致
し
て
い
る
。
か
つ
て
福
山
敏
男
氏

は
、
『
日
本
書
紀
』
用
明
二
年
の
記
事
は
「
元
興
寺
古
縁
起
に
こ
の
年
（
丁
未
）

聰
耳
皇
子
と
馬
子
と
が
法
師
寺
の
寺
地
を
見
定
め
た
と
あ
る
こ
と
に
照
応
し
て

い
る
が
、
そ
れ
は
遣
か
後
世
に
四
天
王
寺
縁
起
が
作
ら
れ
た
時
に
造
作
さ
れ
た

こ
と
で
、
こ
の
戦
乱
の
際
の
発
願
と
す
る
の
は
、
書
紀
の
編
者
の
潤
色
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
一

く
、
四
天
王
寺
緑
起
作
者
の
構
作
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
、
い
わ
れ
た
。

　
た
し
か
に
四
天
王
寺
の
出
土
瓦
か
ら
み
て
も
、
四
天
王
寺
は
飛
鳥
寺
の
次
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
一

建
立
さ
れ
た
創
建
法
隆
寺
よ
り
も
さ
ら
に
遅
れ
る
と
い
う
か
ら
、
四
天
王
寺
飛

鳥
寺
同
時
発
願
と
い
う
『
日
本
書
紀
』
の
記
事
は
事
実
で
は
あ
る
ま
い
。
お
そ

ら
く
『
日
本
書
紀
』
の
記
す
飛
鳥
寺
が
守
屋
討
伐
の
戦
勝
祈
願
に
よ
っ
て
発
願

さ
れ
た
と
い
う
縁
起
は
、
福
山
氏
の
い
う
よ
う
に
四
天
王
寺
縁
起
作
者
の
構
作

な
の
で
あ
ろ
う
。

飛
鳥
寺
の
発
願
と
造
営
集
団

　
ま
た
福
山
氏
は
、
『
日
本
書
紀
』
で
は
用
明
二
年
（
丁
未
）
の
守
屋
討
伐
に

際
し
て
飛
鳥
寺
発
願
が
な
さ
れ
た
の
は
、
『
元
興
寺
縁
起
』
に
こ
の
年
（
丁
未
）
、

聰
耳
皇
子
と
馬
子
と
が
法
師
寺
の
寺
地
を
見
定
め
た
と
あ
る
こ
と
に
照
応
し
て

い
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
て
い
る
飛
鳥
寺
の
発
願
年

は
四
天
王
寺
縁
起
作
者
が
『
元
興
寺
縁
起
』
に
よ
っ
て
構
作
し
た
と
い
う
の
で

あ
る
。
先
ほ
ど
私
は
『
日
本
書
紀
』
と
『
元
興
寺
縁
起
』
が
記
す
飛
鳥
寺
の
発

願
年
は
用
明
二
年
つ
ま
り
丁
未
の
年
で
一
致
し
て
い
る
と
記
し
た
が
、
福
山
説

の
よ
う
に
『
日
本
書
紀
』
の
記
述
が
『
元
興
寺
縁
起
』
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る
な
ら
、
両
者
が
一
致
す
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

　
も
っ
と
も
福
山
氏
は
、
『
元
興
寺
縁
起
』
の
飛
鳥
寺
発
願
縁
起
が
信
用
で
き

る
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
何
等
言
及
し
て
い
な
い
。
以
下
、
『
元
興
寺
縁

起
』
の
記
す
飛
鳥
寺
の
発
願
縁
起
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

二
、
飛
鳥
寺
発
願
以
前
の
寺
と
僧
尼

　
前
掲
の
『
元
興
寺
縁
起
』
が
記
す
飛
鳥
寺
建
立
の
き
っ
か
け
は
、
わ
が
国
初

の
尼
僧
と
な
っ
た
善
信
尼
以
下
の
三
尼
が
わ
が
国
に
は
戒
師
が
い
な
い
の
で
百

済
に
度
っ
て
受
戒
し
た
い
と
い
う
と
、
百
済
の
使
が
日
本
の
国
に
は
尼
寺
は

あ
っ
て
も
僧
寺
と
僧
が
な
い
か
ら
、
ま
ず
僧
寺
を
つ
く
っ
て
百
済
の
僧
尼
を
請

じ
て
受
戒
す
る
よ
う
に
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
百
済
の
使
者

の
発
言
に
よ
る
と
、
飛
鳥
寺
の
発
願
前
夜
に
わ
が
国
で
つ
く
ら
れ
て
い
た
寺
は

尼
寺
だ
け
で
、
僧
寺
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
飛
烏
寺
以

一
一
一
≡



前
の
わ
が
国
の
寺
が
本
格
的
な
伽
藍
を
擁
し
た
巨
大
木
造
建
築
の
寺
で
な
か
っ

た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
う
し
た
わ
が
国
の
初
期
仏
教
の
時
代
の
寺

が
尼
僧
の
住
む
尼
寺
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
が
も
し
も
事
実
な
ら
、
『
元
興
寺
縁
起
』
の
飛
鳥
寺
発
願
縁
起
は
信
用
で
き

る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
三
尼
が
出
家
し
た
ご
ろ
の
寺
と
僧
尼
に
つ
い
て
『
日
本

書
紀
』
と
『
元
興
寺
縁
起
』
の
記
述
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　
欽
明
朝
に
百
済
か
ら
仏
教
が
公
伝
さ
れ
た
と
き
、
公
式
に
は
わ
が
国
に
僧
尼

は
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
『
日
本
書
紀
』
敏
達
六
年
（
五
七
七
）
十
一
月
条
に

は
、
百
済
国
王
が
日
本
に
帰
国
す
る
大
別
王
等
に
経
論
若
干
巻
の
ほ
か
に
、
律

師
・
禅
尼
・
呪
禁
師
・
造
仏
工
・
造
寺
工
の
六
人
を
献
り
、
彼
等
を
難
波
の
大

　
　
　
　
　
は
　
ぺ

別
王
の
寺
に
安
置
ら
せ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、
三
尼
が
出
家
し
た
当

時
わ
が
国
に
は
百
済
か
ら
来
日
し
た
四
人
の
僧
尼
が
い
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ

ろ
が
、
『
元
興
寺
縁
起
』
も
『
日
本
書
紀
』
も
と
も
に
三
尼
の
出
家
は
敏
達
六

年
に
来
日
し
た
百
済
の
僧
尼
と
は
関
係
な
い
と
こ
ろ
で
な
さ
れ
た
ご
と
く
記
し

て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
『
元
興
寺
縁
起
』
に
は
癸
卯
の
年
つ
ま
り
敏
達
十
二
年
（
五
八

三
）
に
蘇
我
馬
子
が
仏
法
を
弘
め
ん
こ
と
を
願
い
、
出
家
す
べ
き
人
を
求
め
た

が
、
応
ず
る
者
が
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
針
間
国
に
還
俗
の
高
麗
の
老
比
丘
恵

便
と
老
比
丘
尼
法
明
が
い
て
、
按
師
首
達
等
の
女
斯
末
売
・
阿
野
師
保
斯
の
女

等
已
売
・
錦
師
都
瓶
善
の
女
伊
志
売
の
三
人
が
法
明
に
つ
い
て
仏
法
を
受
け
学

び
て
出
家
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
日
本
書
紀
』
に
は
敏
達
十

三
年
（
五
八
四
）
に
百
済
将
来
の
弥
勒
の
石
像
等
を
請
じ
た
蘇
我
馬
子
が
四
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
一
四

に
修
行
者
を
求
め
、
播
磨
国
に
い
た
高
麗
の
還
俗
僧
恵
便
を
師
と
し
て
司
馬
達

等
の
女
を
出
家
さ
せ
て
善
信
尼
と
し
た
。
ま
た
善
信
尼
の
弟
子
二
人
を
出
家
さ

せ
た
が
、
名
は
禅
蔵
尼
と
恵
善
尼
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
三
尼
の
出
家
が
来
日
し
て
七
年
ほ
ど
の
百
済
の
僧
尼
と
は
関
係
な
く
、
そ
の

こ
ろ
日
本
に
渡
来
し
て
い
て
、
す
で
に
還
俗
僧
と
な
っ
て
い
た
高
麗
の
僧
尼
を

求
め
て
お
こ
な
わ
れ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
今
と
な
っ
て
は
不
可

能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
つ
の
史
料
を
見
る
か
ぎ
り
、
三
尼
の
出
家
は

高
麗
の
還
俗
僧
と
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
べ

　
と
こ
ろ
で
、
敏
達
六
年
に
百
済
の
僧
尼
と
工
人
を
安
置
ら
せ
た
と
い
う
大
別

王
の
寺
と
は
一
体
如
何
な
る
寺
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
大
別
王

な
る
人
物
は
他
の
文
献
に
見
え
ず
、
大
別
王
の
寺
も
一
切
そ
の
実
態
は
わ
か
ら

な
い
。
百
済
か
ら
来
日
し
た
男
女
の
僧
尼
を
一
つ
の
寺
に
泊
め
る
こ
と
自
体
、

仏
教
寺
院
な
ら
あ
り
得
な
い
こ
と
で
、
工
人
ま
で
も
同
様
に
泊
め
て
い
た
と
な

る
と
、
大
別
王
の
寺
は
わ
れ
わ
れ
の
共
通
認
識
に
あ
る
仏
教
寺
院
で
は
な
か
ろ

う
。
大
別
王
は
今
で
い
う
外
交
官
的
な
人
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
そ

の
外
交
官
の
オ
フ
ィ
ス
的
な
施
設
を
大
別
王
の
寺
と
称
し
て
い
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
と
い
う
の
も
、
も
と
も
と
寺
と
い
う
文
字
は
漢
代
以
来
役
所
を
指
し

て
い
て
、
有
名
な
も
の
に
外
国
使
臣
を
扱
う
鴻
臆
寺
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
外
国

か
ら
来
た
仏
僧
を
泊
め
て
い
た
た
め
、
寺
と
い
う
文
字
は
仏
教
の
専
用
語
に

　
　
　
　
　
＾
↓

な
っ
た
と
い
う
。
外
国
人
の
上
陸
地
で
あ
る
難
波
に
あ
っ
た
大
別
王
の
寺
は
も

と
も
と
外
国
人
を
泊
め
る
施
設
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
そ
こ
に
、
敏
達
六

年
百
済
の
僧
尼
が
泊
っ
た
た
め
、
大
別
王
の
寺
は
寺
と
い
う
文
字
の
当
初
と
そ



の
後
加
わ
っ
た
双
方
の
意
義
に
か
な
う
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　
私
は
、
こ
の
大
別
王
の
寺
と
い
う
も
の
は
僧
尼
が
仏
教
活
動
を
お
こ
な
う
寺

と
は
い
さ
さ
か
趣
き
の
異
な
る
も
の
で
、
外
交
官
的
な
大
別
王
の
私
的
な
外
国

人
接
待
施
設
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
「
大

別
王
寺
」
の
ご
と
く
個
有
名
を
冠
し
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
僧
も
尼
も
、
さ
ら
に

工
人
ま
で
も
泊
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
敏
達
十
三
年
に
善
信
尼
以
下
の
三
尼
が
出
家
し
た
あ
と
の
こ
と

を
『
日
本
書
紀
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
同
じ
敏
達
十
三
年
に
馬
子
は

宅
の
東
に
仏
殿
を
つ
く
り
弥
勒
の
石
像
を
安
置
し
て
、
三
尼
を
屈
講
し
て
大
会

設
斎
し
た
。
こ
の
と
き
鞍
部
達
等
は
仏
舎
利
を
斎
食
の
上
に
得
て
、
馬
子
に
献

上
し
た
。
ま
た
馬
子
は
石
川
の
宅
に
仏
殿
を
つ
く
っ
た
。
翌
敏
達
十
四
年
（
五

八
五
）
、
馬
子
は
大
野
丘
の
北
に
塔
を
建
て
、
達
等
が
献
上
し
た
舎
利
を
塔
の

柱
頭
に
蔵
め
た
と
い
う
。

　
以
上
は
わ
が
仏
教
興
隆
期
の
功
労
者
で
あ
る
馬
子
の
業
繍
を
記
し
た
も
の
で
、

宅
の
東
の
仏
殿
は
馬
子
が
は
じ
め
て
つ
く
っ
た
仏
殿
だ
っ
た
。
仏
殿
は
い
う
ま

で
も
な
く
仏
像
を
安
置
す
る
建
物
で
、
寺
院
で
は
仏
塔
と
と
も
に
中
心
的
な
建

築
で
あ
る
。
宅
の
東
に
つ
く
っ
た
の
は
仏
殿
だ
け
の
よ
う
だ
が
、
こ
こ
に
百
済

将
来
の
弥
勒
の
石
像
を
安
置
し
、
三
尼
を
屈
請
し
て
法
会
を
催
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
宅
の
東
の
仏
殿
が
寺
と
呼
び
得
る
も
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
三

尼
を
屈
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
こ
の
仏
殿
に
は
ま
だ
僧
侶
は
い
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
馬
子
が
三
尼
を
出
家
さ
せ
た
の
は
先
述
の

飛
鳥
寺
の
発
願
と
造
営
集
団

『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
弥
勒
の
石
像
を
請
じ
た
こ
と
に
は
じ
ま
っ
て
い
る

か
ら
、
宅
の
東
の
仏
殿
に
石
像
を
安
置
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
を
三
尼
が
拠

点
と
し
て
も
何
ら
問
題
は
な
い
。

　
一
方
、
『
元
興
寺
縁
起
』
の
記
述
は
こ
の
間
の
事
情
が
『
日
本
書
紀
』
と
弱

干
前
後
し
て
い
て
同
じ
で
は
な
い
が
、
三
尼
は
出
家
す
る
と
、
馬
子
と
大
々
王

（
後
の
推
古
天
皇
）
と
池
辺
皇
子
（
後
の
用
明
天
皇
）
は
歓
喜
し
、
彼
女
た
ち

を
桜
井
道
場
に
請
じ
て
住
ま
わ
せ
た
と
い
う
。
『
元
興
寺
縁
起
』
に
は
桜
井
道

場
と
か
桜
井
寺
の
名
で
登
場
す
る
が
、
そ
の
実
態
と
な
る
と
皆
目
わ
か
ら
な
い
。

大
々
王
の
牟
久
原
の
後
宮
に
仏
像
や
経
教
を
置
い
て
い
て
、
こ
れ
が
庚
寅
年
、

つ
ま
り
欽
明
三
十
一
年
（
五
七
〇
）
に
余
臣
た
ち
か
ら
焼
き
討
ち
に
あ
っ
た
が
、

か
ろ
う
じ
て
助
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
後
壬
寅
の
年

一
敏
達
十
一
年
・
五
八
二
）
に
大
々
王
と
池
辺
皇
子
が
牟
久
原
殿
を
桜
井
に
還

し
、
癸
卯
の
年
（
敏
達
十
二
年
・
五
八
三
）
に
桜
井
道
場
と
し
て
三
尼
を
住
ま

わ
せ
た
。
次
い
で
甲
賀
臣
が
弥
勒
の
石
像
を
将
来
し
た
の
で
、
三
尼
は
家
の
口

　
お

に
持
き
て
供
養
礼
拝
し
た
と
い
う
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
『
元
興
寺
縁
起
L
は
実
態
の
わ
か
ら
な
い
桜
井
道
場
が
も

と
も
と
女
性
の
宮
殿
か
ら
出
発
し
て
い
て
、
そ
こ
に
三
尼
た
ち
を
住
ま
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
に
は
古
く
か
ら
女
性
と
か
か
わ
っ
て
い
た
仏
殿
、
つ
ま

り
尼
寺
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
た
か
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、

後
に
わ
が
国
に
は
尼
寺
し
か
な
く
て
僧
寺
が
な
か
つ
た
と
い
う
百
済
の
客
の
発

言
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
私
は
桜
井
道
場
の
存
在
に
対
し
て
は
懐
疑
的
で
あ
る
が
、
そ

一
一
一
一
五



れ
以
上
に
そ
こ
に
三
尼
が
住
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
に
は
否
定
的
で
あ
る
。
ま

た
『
元
興
寺
縁
起
』
は
桜
井
道
場
に
住
ん
で
い
た
は
ず
の
三
尼
が
弥
勒
の
石
像

を
家
の
口
に
持
い
て
、
供
養
礼
拝
し
た
と
記
す
が
、
家
の
口
と
は
い
ず
れ
の
家

の
口
な
の
か
、
桜
井
道
場
に
住
ん
で
い
た
の
で
あ
れ
ば
当
然
そ
の
巾
に
安
置
す

べ
き
は
ず
な
の
に
、
こ
の
記
述
は
い
さ
さ
か
肺
に
落
ち
な
い
。
達
等
が
舎
利
を

得
る
の
は
『
日
本
沓
紀
』
も
『
元
興
寺
縁
起
』
も
弥
勒
の
石
像
に
対
し
て
大
会

設
斎
し
た
り
礼
拝
供
養
し
て
い
る
と
き
で
一
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、

家
の
口
に
持
い
て
礼
拝
供
養
し
た
と
す
る
『
元
興
寺
縁
起
』
の
記
述
は
や
は
り

不
白
然
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
弥
勒
の
石
像
を
め
ぐ
っ
て
は
、
『
日
本
書
紀
』
の
よ
う
忙
馬
子
が
つ
く
っ
た

宅
の
束
の
仏
殿
に
安
雌
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
へ
出
家
し
た
ば
か
り
の
三
尼
が
屈

請
さ
れ
た
と
い
う
の
が
真
相
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
先
述
の
よ
う
に
、
敏
達
十
四
年
二
月
、
馬
子
は
大
野
丘
の
北
に
塔
を
建
て
た
。

と
こ
ろ
が
疫
病
が
流
行
し
た
の
で
翌
三
月
に
破
仏
が
お
こ
な
わ
れ
、
『
日
本
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ぐ
ち
　
　
し
叩
う
た

紀
』
に
は
三
月
三
十
日
に
物
部
守
屋
が
「
白
ら
寺
に
詣
り
て
、
胡
床
に
踊
げ

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
“
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坐
り
。
典
の
塔
を
研
り
倒
し
て
、
火
を
縦
け
て
熔
く
。
井
て
仏
像
と
仏
殿
と
を

焼
く
」
と
あ
る
。
大
野
丘
の
北
の
塔
は
寺
と
呼
ば
れ
、
そ
こ
に
は
塔
の
ほ
か
に

仏
殿
も
あ
っ
た
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
塔
が
後
の
高
層
建
築
だ
っ
た
と
は
思

え
な
い
が
、
『
元
興
寺
縁
起
』
は
こ
の
塔
の
こ
と
を
塔
の
心
桂
を
指
す
仏
教
建

築
独
特
の
刹
柱
と
い
う
用
語
で
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
塔
は
た

と
え
小
さ
く
と
も
、
わ
が
国
で
は
か
つ
て
誰
も
見
た
こ
と
の
な
か
っ
た
意
匠
の

建
築
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
六

　
『
日
本
書
紀
』
を
見
る
か
ぎ
り
、
宅
の
東
の
仏
殿
や
石
川
の
宅
の
仏
殿
は
仏

像
を
安
置
す
る
仏
殿
が
一
宇
だ
け
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
大
野
丘
の
北

の
塔
に
は
仏
殿
も
あ
っ
て
、
そ
の
規
模
ゆ
え
に
寺
と
称
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
馬
子
が
つ
く
っ
た
宅
の
東
の
仏

殿
や
石
川
の
宅
の
仏
殿
、
そ
れ
に
大
野
丘
の
北
の
塔
や
仏
殿
は
敏
達
十
三
年
か

ら
十
四
年
に
か
け
て
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
ろ
は
わ
が
国
の
仏
教
建
築
の

工
人
は
い
ま
だ
建
築
技
法
の
習
得
中
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
ら
の
仏
殿
や
塔
は

い
ず
れ
も
小
規
模
の
建
築
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら

の
建
築
が
日
本
人
の
見
た
こ
と
の
な
い
意
匠
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。　

こ
の
よ
う
な
三
箇
所
の
仏
教
建
築
の
う
ち
、
大
野
丘
の
北
の
塔
だ
け
は
寺
と

呼
ば
れ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
ま
だ
個
有
の
名
称
を
冠
し
て
O
○
寺
と
呼
ぶ
段

階
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
日
本
書
紀
』
の
記
述
か
ら
す
る
と
、

弥
勒
の
石
像
を
安
置
し
て
い
た
宅
の
束
の
仏
殿
に
三
尼
が
住
ん
で
い
た
ら
し
い

が
、
石
川
の
宅
の
仏
殿
に
つ
い
て
は
僧
尼
が
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
大
野
丘
の
北
の
塔
は
完
成
す
る
や
焼
き
討
ち
さ
れ
て
い
る
の
で
、
僧
尼
ど

こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
破
仏
は
大
野
丘
の
北
の
塔
か
ら
人
身
迫
害
へ
と
拡
大
す
る
。
『
日
本
書
紀
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
の
O
　
　
ひ
と
ど
も
　
　
　
　
　
せ
　
　
　
　
　
　
　
や
ぷ
　
　
は
づ
か
L

は
「
馬
子
宿
称
と
、
従
ひ
て
行
へ
る
法
の
侶
と
を
詞
責
め
て
、
殴
り
辱

　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
　
乃
　
甘

む
る
心
を
生
さ
し
む
。
乃
ち
佐
伯
造
御
室
史
の
名
は
、
於
間
擬
。
を
遣
し
て
、
馬

　
　
　
　
い
た
は

子
宿
称
の
供
る
善
信
等
の
尼
を
喚
ぶ
。
是
に
由
り
て
、
馬
子
宿
称
、
敢
へ
て



　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
み
な
甘
　
　
　
い
　
き

命
に
違
は
ず
し
て
、
側
憶
き
喘
泣
ち
つ
つ
、
尼
等
を
喚
び
出
し
て
、
御
室
に

さ
づ
　
　
　
つ
か
さ
　
た
ち
ま
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
肋
と
ら
　
　
　
っ
ぱ
毒
い
ち

付
く
。
有
司
、
便
に
尼
等
の
三
衣
を
奪
ひ
て
、
禁
鋼
へ
て
、
海
石
榴
市
の

　
　
L
呵
か
北
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昔
　
へ
　
害
　
み
　
む
　
ろ
　
二

亭
に
楚
撞
ち
き
。
L
と
記
し
、
『
元
興
寺
縁
起
』
も
「
佐
碑
岐
弥
牟
留
古
造
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
さ

遣
し
て
三
尼
等
を
召
さ
し
む
。
泣
ち
つ
つ
出
で
往
く
時
、
大
臣
を
観
き
。
三
尼

　
　
ゐ
　
　
つ
ぱ
一
言
い
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

等
を
将
て
都
波
岐
市
の
長
屋
に
至
り
し
時
、
其
の
法
衣
を
脱
が
し
て
仏
法
を
破

ぷ滅
り
き
」
と
記
し
て
い
る
。

　
二
つ
の
文
献
を
見
て
も
三
尼
が
具
体
的
に
ど
こ
か
ら
海
石
榴
市
へ
連
行
さ
れ

た
の
か
は
不
明
だ
が
、
先
ほ
ど
の
私
の
推
測
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
馬
子
が
敏
達

十
三
年
に
つ
く
っ
た
宅
の
東
の
仏
殿
に
弥
勒
の
石
像
を
安
置
し
、
そ
こ
に
出
家

し
た
ば
か
り
の
三
尼
が
屈
講
さ
れ
て
住
み
は
じ
め
、
翌
敏
達
十
四
年
の
破
仏
で

海
石
榴
市
へ
連
行
・
迫
害
さ
れ
た
と
解
す
る
こ
と
が
も
っ
と
も
自
然
で
は
あ
る

ま
い
か
。

　
お
そ
ら
く
飛
鳥
寺
発
願
前
夜
に
お
け
る
わ
が
国
の
仏
教
施
設
と
い
え
る
も
の

は
敏
達
十
三
年
に
馬
子
の
つ
く
っ
た
宅
の
來
の
仏
殿
と
石
川
の
宅
の
仏
殿
、
翌

敏
達
十
四
年
の
大
野
丘
の
北
の
塔
の
三
箇
所
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う

ち
大
野
丘
の
北
の
塔
に
は
仏
殿
も
そ
な
わ
っ
て
い
て
、
も
っ
と
も
規
模
が
大
き

か
っ
た
ら
し
く
、
寺
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
し
か
し
破
仏
の
た
め
に
完
成
す
る

と
す
ぐ
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
宅
の
東
の
仏
殿
に
は
三
尼
が
屋
請
さ

れ
た
と
い
う
か
ら
、
私
は
そ
こ
に
三
尼
が
住
ん
で
い
た
可
能
性
が
強
い
こ
と
を

述
べ
て
き
た
。
そ
う
す
る
と
、
宅
の
東
の
仏
殿
を
後
世
の
尼
寺
に
準
ず
る
も
の

と
解
す
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
他
の
二
箇
所
に
憎
尼
が
い
た
か
ど
う
か
は
残
念

な
が
ら
不
明
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。

飛
鳥
寺
の
発
願
と
造
営
集
団

　
『
元
興
寺
縁
起
』
に
よ
る
と
三
尼
に
は
二
人
の
弟
子
が
い
て
、
あ
わ
せ
て
五

尼
が
戊
申
の
年
つ
ま
り
崇
峻
元
年
（
五
八
八
）
に
百
済
に
渡
っ
た
と
い
う
。

『
日
本
杳
紀
』
に
は
三
尼
以
外
の
僧
尼
の
出
家
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ

ち
、
二
つ
の
史
料
に
書
か
れ
て
い
る
出
家
者
は
い
ず
れ
も
女
性
だ
け
で
、
男
性

は
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
て
み
る
と
、
『
元
興
寺
縁
起
』
の
百
済
の
使
者
が
わ
が
国
に
は
尼
寺
し
か

な
く
僧
寺
と
僧
が
な
い
か
ら
、
ま
ず
僧
寺
を
つ
く
る
よ
う
に
述
べ
た
と
い
う
飛

鳥
寺
の
発
願
縁
起
を
理
由
な
く
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
は
飛
烏
寺
発

願
の
意
義
は
、
わ
が
国
初
の
本
格
的
な
仏
教
伽
藍
を
出
現
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ

た
と
考
え
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ま
で
尼
寺
し
か
な
か
っ
た
の
で
僧
寺
の
建
立
が

要
請
さ
れ
て
い
た
と
い
う
『
元
興
寺
縁
起
』
の
発
願
縁
起
は
大
筋
に
お
い
て
信

じ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
池
辺
天
皇
（
用
明
天
皇
）
が
大
々
王

（
推
古
天
皇
）
と
馬
屋
門
皇
子
（
聖
徳
太
子
）
に
法
師
寺
を
つ
く
る
と
こ
ろ
を

見
定
め
さ
せ
た
と
記
し
、
飛
鳥
寺
の
発
願
者
た
る
馬
子
を
無
視
し
て
い
る
こ
と

は
事
実
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
の
あ
と
聰
耳
皇
子
と
馬
古
の
二
人
が
寺
を
起
つ
と

こ
ろ
を
見
定
め
た
と
、
よ
う
や
く
馬
子
を
登
場
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
『
元
興
寺
縁
起
』
が
仏
教
興
隆
に
際
し
て
用
明
天
皇
や
推
古
天
皇
、

さ
ら
に
聖
徳
太
子
に
関
連
づ
け
て
記
し
て
い
る
部
分
は
事
実
で
は
な
く
削
除
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
飛
鳥
寺
発
願
縁
起
の
わ
が
国
に
は
尼
寺
し
か

な
い
の
で
僧
寺
を
つ
く
る
よ
う
に
と
い
う
百
済
の
使
者
の
発
言
は
認
め
ら
れ
る

と
し
て
も
、
用
明
天
皇
の
命
に
よ
っ
て
後
の
推
古
天
皇
と
聖
徳
太
子
に
飛
鳥
寺

の
寺
地
を
見
定
め
さ
せ
た
と
い
う
部
分
や
、
聖
徳
太
子
と
馬
子
の
二
人
が
寺
地

一
一
一
一
七



を
見
定
め
た
と
い
う
部
分
は
縁
起
作
者
の
造
作
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

三
、
発
願
の
真
相

　
飛
鳥
寺
の
発
願
に
関
す
る
『
日
本
書
紀
』
と
『
元
興
寺
縁
起
』
の
記
述
を
そ

の
ま
ま
信
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
両
者
が
一

致
す
る
の
は
用
明
二
年
と
い
う
発
願
年
だ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
福
山
敏
男
氏

は
、
『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
て
い
る
発
願
年
は
『
元
興
寺
縁
起
』
の
発
願
年

を
も
と
に
四
天
王
寺
縁
起
作
者
が
構
作
し
た
も
の
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

『
元
興
寺
縁
起
』
の
発
願
年
が
信
頼
で
き
る
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
何
ら

言
及
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
用
明
二
年
と
い
う
紀
年
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

　
先
述
の
よ
う
に
、
『
元
興
寺
縁
起
』
は
飛
鳥
寺
の
発
願
年
に
つ
い
て
は
塑
言

し
な
い
。
し
か
し
、
丁
未
の
年
に
来
日
し
た
百
済
の
使
の
言
に
よ
っ
て
僧
寺
、

つ
ま
り
飛
鳥
寺
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
、
寺
地
を
見
定
め
、
そ
の
後
同
じ
丁
未

の
年
に
百
済
の
使
は
帰
国
し
て
い
る
か
ら
、
飛
鳥
寺
の
発
願
年
は
丁
未
の
用
明

二
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
用
明
二
年
と
い
う
年
に
た
し
か
に

飛
鳥
寺
は
発
願
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
崇
峻
元
年
（
五
八
八
）
に
百
済
か
ら
わ
が
国
に
僧

侶
と
工
人
が
送
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
日
本
書
紀
』
と

『
元
興
寺
縁
起
』
、
さ
ら
に
『
元
興
寺
縁
起
』
所
引
の
露
盤
銘
に
記
さ
れ
て
い
る
。

三
者
の
記
述
は
そ
れ
ぞ
れ
相
違
が
あ
る
が
、
百
済
が
わ
が
国
に
僧
侶
と
工
人
を

送
っ
て
き
た
の
は
敏
達
六
年
（
五
七
七
）
の
大
別
王
の
帰
国
に
際
し
て
送
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
八

き
て
以
来
で
、
二
回
目
と
な
る
。
前
回
と
較
べ
る
と
、
僧
侶
も
工
人
も
増
え
て

い
る
が
、
注
意
す
べ
き
は
工
人
の
う
ち
今
回
は
造
仏
工
（
仏
師
）
が
い
な
い
こ

と
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
こ
の
崇
峻
元
年
の
僧
侶
と
工
人
の
渡
来
は
、
従
来
飛
烏
寺
の
建
立
に
と
も
な

う
も
の
と
い
わ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
百
済
か
ら
僧
侶
や
工
人
が
渡
来
し
て
き

た
の
は
そ
れ
以
前
に
わ
が
国
で
飛
鳥
寺
建
立
の
計
画
が
あ
っ
た
、
換
一
言
す
れ
ば

飛
鳥
寺
の
発
願
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
『
元
興
寺
縁
起
』
が
い
う
用
明
二

年
飛
鳥
寺
発
願
を
あ
え
て
否
定
す
る
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、

こ
の
あ
と
の
飛
鳥
寺
の
造
営
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
示
す
断
片
的
な
記
録
が
『
日
本
書

紀
』
と
『
元
興
寺
縁
起
』
に
み
え
る
が
、
そ
れ
ら
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
用
明
二

年
の
発
願
と
翌
年
の
僧
侶
と
工
人
の
渡
来
は
一
連
の
飛
鳥
寺
造
営
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
コ
マ
と
い
え
る
も
の
だ
か
ら
、
飛
鳥
寺
の
発
願
が
用
明
二
年
と
い
う
こ
と

は
積
極
的
に
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
飛
鳥
寺
の
発
願
を
用
明
二
年
と
す
る
の
は
『
日
本
書
紀
』
も
同
じ
で
あ
る
が
、

先
述
し
た
よ
う
に
福
山
氏
は
『
元
興
寺
縁
起
』
を
も
と
に
四
天
王
寺
縁
起
作
者

が
構
作
し
た
も
の
と
一
蹴
し
た
。
し
か
し
『
日
本
書
紀
』
の
記
す
飛
鳥
寺
の
発

願
縁
起
は
『
元
興
寺
縁
起
』
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
蘇
我
馬
子
と
物
部
守
屋
が

対
立
し
た
た
め
、
馬
子
が
戦
勝
祈
願
を
し
て
発
願
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
『
日
本
書
紀
』
が
記
す
飛
鳥
寺
の
発
願
縁
起
に
つ
い
て
、
私
は
以

下
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
馬
子
と
守
屋
の
対
立
は
用
明
天
皇
が
な
く
な
っ
て
の
ち
、
皇
位

継
承
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
馬
子
は
穴
穂
部
皇
子
を
擁
立
す
る
守
屋
を



諌
し
、
泊
瀬
部
皇
子
を
立
て
て
崇
峻
天
皇
と
し
、
独
裁
的
な
権
力
を
確
立
し
た
。

政
敵
の
守
屋
を
滅
亡
さ
せ
た
こ
と
で
、
馬
子
の
政
治
に
反
対
す
る
勢
力
が
な
く

な
り
、
か
ね
て
よ
り
す
す
め
て
き
た
仏
法
興
隆
を
一
挙
に
進
展
さ
せ
る
べ
く
、

そ
の
シ
ン
ボ
ル
た
る
本
格
伽
藍
の
寺
院
、
す
な
わ
ち
飛
鳥
寺
を
発
願
し
た
の
で

あ
る
。

　
馬
子
が
政
敵
の
守
屋
を
倒
し
た
用
明
二
年
以
前
、
本
格
伽
藍
の
寺
院
は
な
く
、

馬
子
が
つ
く
っ
た
仏
教
施
設
と
し
て
敏
達
十
三
年
の
宅
の
東
の
仏
殿
や
石
川
の

宅
の
仏
殿
、
敏
達
十
四
年
の
大
野
丘
の
北
の
塔
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
本
格

伽
藍
に
は
及
ば
な
い
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
上
当
時
活
躍
し
て
い
た
の
は
善
信
尼

を
は
じ
め
と
す
る
三
尼
た
ち
で
、
僧
は
お
ら
ず
、
僧
寺
と
呼
べ
る
も
の
は
な

か
っ
た
。
そ
れ
故
『
元
興
寺
縁
起
』
の
い
う
よ
う
に
、
僧
の
い
る
本
格
伽
藍
の

建
立
が
ま
た
れ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
、
こ
の
こ
と
も
飛
鳥
寺
発
願
の
引
き
金

に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
私
は
飛
鳥
寺
が
用
明
二
年
に
発
願
さ
れ
た
こ
と
は
以
上
述
べ
た
ご
と
く
で

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
が
、
さ
ら
に
以
下
の
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ

れ
は
敏
達
六
年
（
五
七
七
）
に
渡
来
し
て
い
た
百
済
の
工
人
、
す
な
わ
ち
造
寺

工
と
造
仏
工
の
も
と
に
弟
子
入
り
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
わ
が
国
の
見
習
い
工
人

た
ち
が
十
年
と
い
う
歳
月
を
経
て
や
っ
と
こ
の
こ
ろ
（
用
明
二
年
・
五
八
七
）

一
人
前
の
造
寺
工
と
造
仏
工
に
成
長
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら

こ
そ
、
馬
子
は
本
格
伽
藍
建
立
の
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
す
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
わ
が
国
初
の
本
格
伽
藍
の
発
願
に
は
仏

　
　
　
　
　
　
飛
鳥
寺
の
発
願
と
造
営
集
団

教
建
築
に
精
通
し
た
わ
が
国
の
工
人
た
ち
の
成
長
が
必
須
の
条
件
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
い
く
ら
百
済
の
造
寺
工
が
来
日
し
て
い
て
も
、
一
人
や
二
人
の
工

人
で
あ
の
巨
大
木
造
建
築
か
ら
な
る
本
格
伽
藍
の
寺
院
を
建
立
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
本
格
伽
藍
の
建
立
に
は
造
営
集
団
が
必
要
と
な
る
。
つ
ま
り
、
飛
鳥

寺
の
建
立
は
多
く
の
工
人
か
ら
な
る
造
営
集
団
が
組
織
さ
れ
て
、
は
じ
め
て
可

能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
飛
鳥
寺
が
発
願
さ
れ
た
の
は
ま
ず

わ
が
国
の
工
人
た
ち
の
成
長
が
あ
っ
て
、
初
の
本
格
伽
藍
の
僧
寺
の
建
立
が
計

画
さ
れ
、
用
明
二
年
に
馬
子
が
政
敵
の
守
屋
を
滅
ぼ
し
種
々
の
障
害
が
な
く

な
っ
た
た
め
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
私
は
『
。
日
本
菩
紀
』
と
『
元
興
寺
縁
起
』
の
伝
え
る
飛
鳥
寺

の
建
立
縁
起
の
う
ち
、
用
明
二
年
と
い
う
発
願
年
は
そ
の
前
後
の
状
勢
か
ら
判

断
す
る
か
ぎ
り
、
積
極
的
に
肯
定
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
馬
子

の
守
屋
に
対
す
る
戦
勝
祈
願
の
た
め
と
い
う
発
願
理
由
は
そ
の
ま
ま
信
用
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
真
相
は
馬
子
が
政
敵
を
滅
ほ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
種
々

の
障
害
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
、
や
が
て
本
格
伽
藍
の
飛
鳥
寺
を
発
願
す
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四
、
造
寺
工
の
技
術
の
習
得

　
飛
鳥
寺
が
発
願
さ
れ
た
用
明
二
年
（
五
八
七
）
に
つ
い
て
、
先
ほ
ど
私
は
敏

達
六
年
（
五
七
七
）
に
渡
来
し
た
百
済
の
造
寺
工
と
造
仏
工
の
も
と
に
弟
子
入

り
し
て
い
た
わ
が
国
の
見
習
い
工
人
た
ち
が
、
や
っ
と
こ
の
こ
ろ
そ
れ
ぞ
れ
の
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技
術
・
技
法
を
習
得
し
て
一
人
前
の
造
寺
工
と
造
仏
工
に
成
長
し
て
い
た
か
ら

こ
そ
、
馬
子
は
巨
大
木
造
建
築
を
擁
し
た
わ
が
国
初
の
本
格
伽
藍
の
飛
鳥
寺
建

立
の
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
記
し
た
。
わ
が
国
の

見
習
い
工
人
た
ち
が
百
済
の
工
人
の
も
と
に
弟
子
入
り
し
た
こ
と
を
伝
え
る
文

献
史
料
は
何
も
な
い
。
し
か
し
、
用
明
二
年
に
巨
大
建
築
の
建
立
と
金
銅
の
丈

六
仏
の
制
作
を
決
意
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
に
わ
が
国
の
工
人
が
養

成
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
な
ら
敏
達
六
年
に
渡
来
し
た
百
済
の
造

寺
工
と
造
仏
工
の
も
と
に
見
習
い
工
人
た
ち
が
弟
子
入
り
し
て
い
た
と
い
う
の

が
私
の
想
定
で
あ
る
。

　
敏
達
六
年
当
時
、
百
済
の
造
寺
工
と
造
仏
工
に
弟
子
入
り
し
た
日
本
人
の
見

習
い
工
の
人
数
を
伝
え
る
も
の
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
し
か
し
造
寺
工
や
造
仏
工

の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
一
人
か
二
人
の
い
わ
ば
小
人
数
の
見
習
い
工
し
か
弟
子
入
り

し
な
か
っ
た
と
も
思
え
な
い
。
と
い
う
の
も
、
彩
色
鮮
や
か
な
巨
大
木
造
建
築

と
金
色
燦
然
と
輝
や
く
金
銅
丈
六
仏
と
い
う
も
の
を
当
時
の
日
本
人
は
誰
一
人

見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
建
築
も
仏
像
も
未
知
な
る
文
化
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
未
知
な
る
文
化
を
つ
く
り
出
す
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

披
術
や
技
法
を
習
得
し
た
工
人
を
で
き
る
だ
け
多
く
必
要
と
し
た
は
ず
だ
か
ら

で
あ
る
。
私
は
、
百
済
の
造
寺
工
と
造
仏
工
の
そ
れ
ぞ
れ
に
弟
子
入
り
し
た
見

習
い
工
人
は
少
な
く
と
も
十
人
以
上
は
い
て
、
彼
等
は
生
産
的
な
職
能
集
団
の

若
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
こ
で
仏
教
寺
院
建
立
の
た
め
の
わ
が
国
の
工
人
が
ど
の
よ
う
に
技
術
や
技

法
を
習
得
し
て
、
飛
鳥
寺
発
願
ま
で
に
至
っ
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
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は
か
つ
て
、
飛
鳥
時
代
を
代
表
す
る
仏
師
と
な
っ
た
鞍
作
鳥
の
造
仏
披
法
の
習
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得
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
以
下
で
は
造
寺
工
の
技
術
習
得
に
つ

い
て
述
べ
て
み
た
い
。

　
さ
て
、
六
世
紀
ご
ろ
の
わ
が
国
の
建
築
は
銅
鐸
に
描
か
れ
た
も
の
を
見
る
か

ぎ
り
、
掘
立
柱
式
の
小
さ
く
て
軽
い
、
し
か
も
単
純
な
構
造
の
建
物
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
っ
た
。
中
に
は
出
雲
大
社
の
よ
う
に
高
さ
が
二
十
メ
ー
ト
ル
以
上
も

あ
っ
て
、
古
代
に
お
い
て
は
比
類
な
き
も
の
も
建
て
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、

こ
れ
は
例
外
で
、
一
般
の
建
物
は
小
規
模
の
掘
立
柱
式
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
建
築
関
係
者
の
中
か
ら
、
未
知
の
建
築
で
あ
っ
た
仏
教
建
築
の
披
法
を
習
得

で
き
る
若
い
見
習
い
工
人
が
選
ば
れ
、
敏
達
六
年
に
来
日
し
た
百
済
の
造
寺
工

の
も
と
に
送
り
こ
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
来
た
る
べ
き
本
格
伽
藍
の
造
営
に
そ

な
え
た
わ
が
国
の
見
習
い
工
人
の
技
術
の
習
得
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
い

う
ま
で
も
な
く
、
造
仏
工
の
場
合
も
同
じ
で
、
百
済
の
造
仏
工
に
弟
子
入
り
し

た
見
習
い
工
人
の
中
に
後
年
飛
鳥
時
代
を
代
表
す
る
仏
師
と
な
っ
た
鞍
作
鳥
が

い
た
の
で
あ
る
。

　
わ
が
国
の
見
習
い
工
人
た
ち
が
技
術
の
習
得
を
し
た
造
寺
工
房
や
造
仏
工
房

が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
は
も
ち
ろ
ん
わ
か
ら
な
い
。
百
済
の
工
人
た
ち
が
来
日
当

初
滞
在
し
て
い
た
難
波
の
大
別
王
の
寺
の
中
に
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
六

世
紀
後
半
の
政
権
の
近
く
と
す
る
と
飛
鳥
地
方
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
か
。

　
百
済
の
工
人
か
ら
習
得
し
た
仏
教
建
築
は
も
と
も
と
百
済
の
建
築
で
は
な
く
、

中
国
伝
統
の
木
造
建
築
で
あ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
金
色
に
輝
く
プ
ロ
ン
ズ
像



の
場
合
も
同
じ
で
、
も
と
を
た
だ
せ
ば
仏
教
と
と
も
に
受
容
さ
れ
た
文
化
は
す
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べ
て
中
国
の
も
の
で
あ
っ
た
。
百
済
の
造
寺
工
は
か
つ
て
白
分
た
ち
の
先
輩
た

ち
が
中
国
か
ら
習
得
し
た
仏
教
建
築
の
技
法
を
、
今
度
は
日
本
人
に
教
授
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
仏
教
延
築
は
飛
鳥
人
の
誰
一
人
見
た
こ
と
の
な
か
っ
た
色
鮮
や
か
な
巨
大
木

造
建
築
で
あ
っ
た
。
現
代
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
匹
敵
す
る
強
度
の
版
築
工

法
で
基
壇
を
造
成
し
、
桂
を
う
け
る
礎
石
を
据
え
た
。
そ
の
上
に
大
き
な
桂
を

立
て
、
柱
の
上
に
は
斗
挟
を
お
き
、
さ
ら
に
梁
・
桁
を
架
け
、
瓦
を
葺
い
た
大

屋
根
を
の
せ
た
。
壁
は
白
の
漆
喰
壁
と
し
、
緑
色
の
連
子
窓
を
つ
く
り
、
柱
を

は
じ
め
と
す
る
主
要
部
材
は
ほ
と
ん
ど
が
朱
色
に
、
ま
た
垂
木
の
先
端
は
黄
色

に
塗
り
、
扉
の
金
具
や
仏
塔
の
相
輪
部
の
金
具
等
は
い
ず
れ
も
金
鍍
金
に
仕
上

げ
ら
れ
、
土
間
に
は
瓦
と
同
じ
材
質
の
増
が
敷
か
れ
て
い
た
。

　
百
済
の
造
寺
工
が
巨
大
な
仏
教
建
築
の
技
法
や
工
法
に
つ
い
て
、
一
度
も
眼

に
し
た
こ
と
の
な
い
わ
が
見
習
い
工
人
に
教
授
す
る
に
は
、
ま
ず
仏
教
建
築
が

い
か
な
る
姿
か
た
ち
を
し
て
い
る
の
か
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
お
そ
ら

く
金
堂
を
は
じ
め
仏
塔
や
中
門
・
回
廊
等
の
仏
教
建
築
の
ス
ケ
ッ
チ
が
示
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
百
済
の
造
寺
工
が
自
ら
描
い
た
か
、
そ
れ
と
も
百
済
か
ら

持
参
し
た
も
の
が
使
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
ス
ケ
ッ
チ
と
同
種
の
も
の
に

「
様
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
稲
木
吉
一
氏
に
よ
る
と
日
本
訓
み
は
「
た
め

し
」
で
あ
る
か
ら
、
「
様
」
は
「
か
た
」
の
意
味
で
、
設
計
図
あ
る
い
は
下
絵
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（
図
一
を
示
す
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
仏
教
建
築
は
巨
大
木
造
建
築
で
あ
る
と

再
三
述
べ
て
き
た
が
、
建
築
は
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
よ
り
精
密
さ
が
要
求

飛
鳥
寺
の
発
願
と
造
営
集
団

さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
部
材
を
加
工
し
て
組
立
て
る
に
は
ど
う
し
て
も
設
計

図
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
仏
教
建
築
の
姿
か
た
ち
を
理
解
す
る
上
で
も
っ
と
も
有
効
な
の

は
模
型
で
あ
ろ
う
。
『
元
興
寺
縁
起
』
に
は
戊
申
の
年
（
崇
峻
元
年
・
五
八
八
）

に
百
済
か
ら
わ
が
国
に
、
「
六
口
の
僧
、
名
は
令
照
律
師
・
弟
子
恵
念
、
令
威

法
師
・
弟
子
恵
勲
、
適
厳
法
師
・
弟
子
令
契
、
及
び
恩
率
首
真
等
四
口
の
工
人
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
て
ま
つ

並
び
に
金
堂
の
本
様
を
送
り
奉
り
き
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
書
か
れ

て
い
る
金
堂
の
本
様
が
何
な
の
か
、
従
来
設
計
図
説
と
模
型
説
が
唱
え
ら
れ
て

き
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
確
た
る
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
先
の
稲
木
氏

に
よ
る
と
、
設
計
図
的
な
制
作
下
図
と
解
す
べ
き
だ
と
い
う
。
私
も
稲
木
説
に

異
論
は
な
い
が
、
醍
醐
寺
本
の
『
元
興
寺
縁
起
』
は
誤
字
脱
字
が
多
い
た
め
、

「
本
」
が
も
し
も
「
木
」
の
誤
写
で
あ
る
な
ら
「
木
様
」
は
模
型
の
こ
と
と
な

る
。
も
っ
と
も
私
は
、
『
元
興
寺
縁
起
』
の
文
字
が
「
本
」
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
場
合
は
金
堂
の
設
計
図
と
な
る
が
、
設
計
図
の
ほ
か
に
各
種
の
模
型
が
百
済

か
ら
日
本
へ
必
ず
や
運
ば
れ
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。

　
な
ぜ
な
ら
、
仏
教
建
築
の
姿
か
た
ち
を
知
る
た
め
に
は
ス
ケ
ッ
チ
で
も
可
能

だ
が
、
立
体
的
な
模
型
が
あ
れ
ば
よ
り
一
層
理
解
は
は
や
い
。
ま
た
模
型
が
あ

れ
ば
姿
か
た
ち
だ
け
で
な
く
、
仏
教
建
築
の
技
法
も
習
得
し
や
す
い
か
ら
で
あ

る
。
仏
教
建
築
を
代
表
す
る
金
堂
や
仏
塔
の
模
型
な
ら
三
十
分
の
一
以
上
の
縮

尺
の
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
模
型
が
百
済
か
ら
運
ば
れ
、

わ
が
国
の
見
習
い
工
人
の
技
術
習
得
に
役
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
吉
村
怜
氏
に
よ
る
と
、
百
済
は
半
島
の
高
句
麗
・
新
羅
と
の
外
交
・
軍
事
上

一
四
一



か
ら
日
本
の
強
力
な
軍
事
力
を
ひ
き
出
す
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
国
策
上
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わ
が
国
に
仏
教
文
化
の
供
与
を
実
行
し
た
の
だ
と
い
う
。
『
日
本
書
紀
』
に
よ

る
と
欽
明
十
三
年
の
仏
教
公
伝
以
来
、
敏
達
六
年
の
僧
尼
・
工
人
の
献
上
、
崇

峻
元
年
の
僧
侶
と
工
人
の
献
上
等
、
あ
た
か
も
百
済
は
わ
が
国
に
お
い
て
仏
教

興
隆
を
意
図
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
百
済
は
わ
が
国
が
仏
教

文
化
国
と
な
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
一
日
も
は
や
く
本

格
的
な
仏
教
寺
院
の
建
立
が
実
現
す
る
こ
と
を
願
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

故
、
私
は
敏
達
六
年
の
百
済
が
献
上
し
て
き
た
造
寺
工
と
造
仏
工
は
わ
が
国
に

も
本
格
的
な
伽
藍
を
出
現
さ
せ
る
た
め
に
、
そ
の
造
営
事
業
に
従
事
で
き
る
よ

う
な
日
本
人
工
人
を
養
成
す
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
と
解
釈
し
て
い
る
。
百
済

に
よ
る
わ
が
国
へ
の
仏
教
公
伝
は
吉
村
氏
に
よ
る
と
仏
教
文
化
の
供
与
だ
と
い

う
。
す
る
と
敏
達
六
年
の
造
寺
工
と
造
仏
工
の
献
上
は
わ
が
国
へ
の
技
術
供
与

で
あ
り
、
仏
教
を
わ
が
国
へ
公
伝
し
た
百
済
が
ど
う
し
て
も
履
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
で
あ
っ
た
。

　
造
寺
工
の
献
上
が
百
済
の
わ
が
国
に
対
す
る
仏
教
文
化
の
供
与
で
あ
る
以
上
、

仏
教
建
築
の
各
種
莫
型
や
設
計
図
、
さ
ら
に
仏
教
建
築
の
内
部
や
外
観
を
描
い

た
ス
ケ
ッ
チ
の
類
い
を
前
も
っ
て
用
意
す
る
こ
と
は
仏
教
公
伝
を
実
行
し
た
百

済
の
義
務
と
い
え
た
。
百
済
の
造
寺
工
は
こ
の
よ
う
な
視
覚
的
な
教
材
の
ほ
か

に
、
た
と
え
ば
ノ
コ
ギ
リ
・
チ
ョ
ウ
ナ
・
ヤ
リ
ガ
ン
ナ
・
ノ
ミ
の
よ
う
な
大
工

道
具
や
、
曲
尺
・
墨
壷
・
水
ば
か
り
・
下
げ
振
り
の
ご
と
き
精
密
器
等
も
携
え

て
来
日
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
い
よ
い
よ
百
済
の
造
寺
工
が
日
本
の
見
習
い
工
人
た
ち
に
ま
だ
見
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た
こ
と
の
な
い
仏
教
建
築
の
意
匠
や
技
法
、
工
法
を
教
え
る
こ
と
に
な
る
が
、

こ
れ
は
な
か
な
か
に
難
儀
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
と
き
、

も
っ
と
も
効
果
的
な
の
が
先
述
の
視
覚
的
に
教
授
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ

で
百
済
の
造
寺
工
は
百
済
か
ら
持
参
し
た
仏
教
建
築
の
模
型
や
ス
ケ
ッ
チ
を
通

し
て
、
仏
教
建
築
の
か
た
ち
や
構
造
を
教
え
、
仏
教
建
築
が
い
か
に
巨
大
で
あ

る
か
、
ま
た
巨
大
ゆ
え
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
理
解
さ
せ

た
と
思
わ
れ
る
。
仏
教
建
築
は
そ
れ
ま
で
の
わ
が
国
の
建
物
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
大
き
く
、
同
時
に
多
く
の
部
材
を
必
要
と
し
た
。
見
習
い
工
人
た
ち

は
こ
の
部
材
を
加
工
す
る
た
め
の
大
工
道
具
の
扱
い
方
を
学
ぶ
と
、
次
は
そ
の

道
具
を
使
っ
て
実
物
大
の
部
材
を
つ
く
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。
と
い
う
の
も
、

模
型
や
ス
ケ
ッ
チ
は
仏
教
建
築
の
意
匠
や
大
き
さ
を
知
る
こ
と
は
で
き
て
も
、

種
々
の
部
材
が
出
会
う
部
分
、
つ
ま
り
構
造
的
に
複
雑
で
重
要
な
部
分
は
い
く

ら
見
て
も
見
る
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
わ
が
国

の
建
物
は
構
造
的
に
単
純
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
仏
教
建
築
は
重
量
の
あ
る
大

屋
根
を
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
数
多
く
の
工
夫
を
し
て
い
る
。

　
ま
ず
瓦
を
葺
い
た
大
屋
根
の
重
量
は
多
く
の
垂
木
で
支
え
ら
れ
、
そ
の
あ
と

順
次
、
出
桁
、
尾
垂
木
、
力
肘
木
、
斗
洪
、
柱
へ
と
伝
わ
る
。
ま
た
斗
挟
は
屋

根
の
重
み
が
か
か
る
桁
や
力
肘
木
な
ど
の
横
材
を
し
っ
か
り
支
え
、
上
か
ら
の

力
を
柱
に
伝
え
る
構
造
上
重
要
な
働
き
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
各
部
材
を

実
物
大
で
つ
く
っ
て
こ
そ
、
見
習
い
工
人
た
ち
は
未
知
の
仏
教
建
築
の
構
造
を

理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
新
し
い
建
築
技
法
や
工
法
を
習
得
す
る
に

は
、
な
に
よ
り
も
実
物
大
の
部
材
を
つ
く
っ
て
み
る
こ
と
が
肝
心
な
の
で
あ
る
。



そ
れ
故
、
百
済
の
造
寺
工
は
わ
が
見
習
い
工
人
た
ち
に
仏
教
建
築
の
各
部
材
の

役
目
を
効
率
的
に
説
明
す
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
実
物
大
で
つ
く
ら
せ
、
さ
ら
に

組
立
て
な
が
ら
構
造
的
な
仕
組
を
理
解
さ
せ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　
も
っ
と
も
実
物
大
の
部
材
を
す
べ
て
つ
く
っ
た
わ
け
で
は
な
い
／
な
ぜ
な
ら
、

建
築
の
場
合
実
物
大
の
部
材
を
す
べ
て
つ
く
っ
て
組
立
て
る
と
、
一
つ
の
建
築

が
出
現
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
も
は
や
こ
れ
は
技
法
や
工
法
の
習
得
で
は
な
く
、

一
つ
の
建
築
の
建
立
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
見
習
い
工
人
た
ち

の
技
術
習
得
期
間
中
に
は
す
べ
て
の
部
材
を
実
物
大
で
つ
く
る
の
で
は
な
く
、

実
際
の
建
築
の
一
部
分
だ
け
、
た
と
え
ば
構
造
的
に
も
っ
と
も
複
雑
か
つ
重
要

な
建
築
の
四
隅
の
一
箇
所
分
だ
け
の
部
材
を
つ
く
っ
て
組
立
て
る
よ
う
な
方
法

が
と
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
私
は
こ
れ
だ
け
で
も
、
仏
教
建
築
が
如
何
な
る
も

の
で
あ
る
の
か
を
理
解
す
る
に
は
大
い
に
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
実
物
大
の
部
材
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
実
物
大
の
模
型
が
あ
れ
ば
も
っ
と
も

つ
く
り
や
す
い
。
す
る
と
百
済
の
造
寺
工
の
の
来
日
時
に
、
模
型
や
ス
ケ
ッ

チ
．
設
計
図
と
と
も
に
、
一
度
百
済
で
組
立
て
ら
れ
て
い
た
仏
教
建
築
の
四
隅

の
部
分
な
ど
が
解
体
さ
れ
、
部
材
は
日
本
に
運
ば
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
百
済
か
ら
日
本
へ
の
輸
送
は
、
船
を
使
う
か
ぎ
り
大
き
さ
や
重
さ
は
あ
ま

り
間
題
に
は
な
ら
な
い
。
水
が
あ
る
と
こ
ろ
な
ら
、
海
で
も
川
で
も
船
ほ
ど
容

易
に
物
資
を
運
ぶ
も
の
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
私
は
百
済
の
仏
教
建
築
の
四
隅

の
部
分
を
解
体
し
た
部
材
を
も
、
実
物
大
の
、
つ
ま
り
一
分
の
一
の
模
型
と
呼

び
た
い
が
、
こ
の
よ
う
な
模
型
が
見
習
い
工
た
ち
の
技
術
習
得
に
は
も
っ
と
も

利
用
価
他
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

飛
鳥
寺
の
発
願
と
造
営
集
団

　
百
済
の
遣
寺
工
が
来
日
し
た
の
が
敏
達
六
年
で
、
そ
の
後
わ
が
国
の
見
習
い

工
人
た
ち
が
仏
教
建
築
の
技
法
や
工
法
の
習
得
に
つ
と
め
た
が
、
ど
れ
ほ
ど
の

期
間
で
マ
ス
タ
ー
で
き
た
か
は
残
念
な
が
ら
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
用
明
二
年

に
は
わ
が
国
初
の
本
格
伽
藍
の
飛
鳥
寺
が
発
願
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ま
で

に
は
わ
が
見
習
い
工
人
た
ち
も
一
人
前
の
工
人
に
成
長
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
も
っ
と
も
、
見
習
い
工
人
た
ち
の
養
成
期
間
中
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
彼
等

と
師
匠
の
造
寺
工
の
合
作
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
も
の
が
『
日
本
書
紀
』
や

『
元
興
寺
縁
起
』
に
書
か
れ
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
馬

子
が
建
て
た
も
の
で
、
敏
達
十
三
年
の
宅
の
東
の
仏
殿
と
石
川
の
宅
の
仏
殿
、

さ
ら
に
敏
達
十
四
年
の
大
野
丘
の
北
の
塔
の
三
箇
所
の
仏
教
施
設
で
あ
る
。
以

上
の
仏
教
施
設
が
立
っ
て
い
た
場
所
は
も
ち
ろ
ん
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
然

な
が
ら
如
何
な
る
建
築
が
立
っ
て
い
た
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
仏
殿
と

殿
の
文
字
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
こ
の
建
物
は
中
国
建
築
、
つ

ま
り
は
仏
教
建
築
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
ま
た
塔
は
い
う
ま
で
も
な
く
仏

塔
の
こ
と
で
、
『
元
興
寺
縁
起
』
は
刹
柱
と
い
う
仏
塔
独
自
の
部
材
名
を
記
し

て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
大
野
丘
の
北
の
塔
は
刹
と
い
う
心
柱
が
通
っ
た
中
国

創
案
の
木
造
仏
寺
建
築
の
形
式
を
踏
襲
し
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
あ
る
ま
い
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
百
済
の
造
寺
工
に
弟
子
入
り
し
た
わ
が
見
習
い
工
人
た

ち
は
お
よ
そ
十
年
の
間
に
、
師
匠
か
ら
仏
教
建
築
の
技
法
を
習
得
し
つ
つ
、
三

箇
所
の
仏
教
施
設
を
師
匠
と
と
も
に
つ
く
り
、
本
格
伽
藍
の
造
営
に
そ
な
え
て

い
た
の
で
あ
る
。
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記
す
『
日
本
書
紀
』
・
『
元
興
寺
縁
起
』
・
露
盤
銘
の
三
種
の
史
料
の
中
で
は

『
日
本
書
紀
』
が
も
っ
と
も
く
わ
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
寺
工
二

人
・
鑓
盤
博
士
一
人
・
瓦
博
士
四
人
・
画
工
一
人
の
四
種
八
人
の
工
人
が
渡
来

し
た
と
い
う
。
『
元
興
寺
縁
起
』
は
「
四
口
の
工
人
、
井
び
に
金
堂
の
本
様
を

　
　
た
て
ま
つ

送
り
奉
上
り
き
」
と
あ
っ
て
、
如
何
な
る
種
類
の
工
人
が
渡
来
し
た
の
か
わ
か

ら
な
い
が
、
従
来
四
口
の
工
人
は
四
人
で
は
な
く
、
『
日
本
書
紀
』
の
四
種
の

工
人
に
対
応
さ
せ
て
、
寺
工
・
鑓
盤
博
士
・
瓦
博
士
・
画
工
の
四
種
の
工
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
1
〕

こ
と
と
い
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
露
盤
銘
は
鍍
盤
師
一
人
・
寺
師
二
人
・
瓦
師
四

人
と
三
種
七
人
の
工
人
の
渡
来
を
記
す
が
、
画
工
の
名
は
な
い
。
露
盤
銘
に
は

工
人
の
渡
来
を
記
し
た
あ
と
、
や
や
は
な
れ
て
「
書
人
百
加
博
士
、
陽
古
博

士
」
の
名
が
み
え
る
。
『
日
本
書
紀
』
の
画
（
董
）
工
白
加
と
較
べ
る
と
、
書

と
蓮
、
百
加
と
白
加
は
互
い
に
似
て
い
る
。
こ
の
露
盤
銘
は
誤
字
脱
字
の
多
い

『
元
興
寺
縁
起
』
に
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
書
は
董
、
百

加
は
白
加
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
す
る
と
露
盤
銘
に
は
も
と
も
と
渡
来
工
人
が

も
う
一
種
、
つ
ま
り
画
工
が
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
何
度
か
書
写
を
繰
り

返
す
う
ち
に
錯
綜
が
お
こ
り
、
第
四
の
工
人
画
工
の
画
（
董
）
は
書
、
白
加
は

百
加
と
な
り
、
渡
来
工
人
は
三
種
と
な
り
書
人
が
は
な
れ
て
お
さ
ま
り
の
悪
い

と
こ
ろ
に
杳
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
お
そ
ら
く
飛
鳥
寺
の
建
立
の
た
め
に
崇
峻
元
年
に
百
済
か
ら
渡
来
し
た
工
人

は
建
築
関
係
ば
か
り
で
、
す
で
に
来
日
し
て
い
た
造
寺
工
の
ほ
か
に
今
回
は
あ

ら
た
に
鍍
盤
博
士
・
瓦
博
士
・
画
工
の
三
種
の
工
人
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
種
の
工
人
は
飛
鳥
寺
の
発
願
後
に
来
日
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
そ
の

一
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こ
ろ
来
日
し
て
日
本
人
の
見
習
い
工
に
技
術
を
教
え
て
も
、
飛
鳥
寺
の
造
営
に

は
間
に
合
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
飛
鳥
寺
造
営
集
団
に
は
崇
峻
元
年
に
来
日
し
た
百
済
の
建
築

関
係
の
工
人
が
あ
ら
た
に
参
加
し
、
日
本
人
工
人
を
指
導
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。む

す
び

　
飛
鳥
寺
発
願
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
用
明
二
年
に
馬
子
が
政
敵
守
屋
を

滅
ぼ
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
馬
子
の
政
治
に
反
対
す
る
勢
力
が
な
く
な
り
、
か

ね
て
よ
り
す
す
め
て
い
た
仏
法
興
隆
を
一
挙
に
進
展
さ
せ
る
べ
く
、
そ
の
シ
ン

ボ
ル
た
る
本
格
伽
藍
の
造
営
を
発
願
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
百
済

が
わ
が
国
の
仏
法
興
隆
を
期
待
し
て
敏
達
六
年
に
送
っ
て
き
た
造
寺
工
と
造
仏

工
の
も
と
で
育
成
さ
れ
て
い
た
わ
が
国
の
見
習
い
工
人
た
ち
が
十
年
と
い
う
歳

月
を
経
て
、
用
明
二
年
の
こ
ろ
や
っ
と
一
人
前
の
造
寺
工
と
造
仏
工
に
成
長
し

て
い
た
た
め
、
馬
子
は
本
格
伽
藍
建
立
の
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
と
き
造
仏
工
の
第
一
人
者
に
浮
上
し
て
い
た
の
が
鞍
作
鳥
で
あ
る
が
、

彩
色
鮮
や
か
な
巨
大
木
造
建
築
は
造
寺
工
と
い
う
工
人
だ
け
で
は
足
り
ず
、
飛

鳥
寺
が
発
願
さ
れ
る
と
百
済
は
さ
ら
に
鑛
盤
博
士
・
瓦
博
士
・
画
工
と
い
う
建

築
関
係
の
工
人
を
送
っ
て
き
た
。
彼
等
は
飛
鳥
寺
造
営
集
団
の
造
堂
塔
グ
ル
ー

プ
に
加
わ
っ
て
、
日
本
人
工
人
を
育
成
し
た
の
で
あ
る
。

　
飛
烏
寺
は
ま
ず
仏
塔
の
建
立
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
が
、
露
盤
銘
に
は
造
営



そ
れ
故
、
百
済
の
造
寺
工
は
わ
が
見
習
い
工
人
た
ち
に
仏
教
建
築
の
各
部
材
の

役
目
を
効
率
的
に
説
明
す
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
実
物
大
で
つ
く
ら
せ
、
さ
ら
に

組
立
て
な
が
ら
構
造
的
な
仕
組
を
理
解
さ
せ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　
も
っ
と
も
実
物
大
の
部
材
を
す
べ
て
つ
く
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

建
築
の
場
合
実
物
大
の
部
材
を
す
べ
て
つ
く
っ
て
組
立
て
る
と
、
一
つ
の
建
築

が
出
現
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
も
は
や
こ
れ
は
技
法
や
工
法
の
習
得
で
は
な
く
、

一
つ
の
建
築
の
建
立
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
見
習
い
工
人
た
ち

の
披
術
習
得
期
間
中
に
は
す
べ
て
の
部
材
を
実
物
大
で
つ
く
る
の
で
は
な
く
、

実
際
の
建
築
の
一
部
分
だ
け
、
た
と
え
ば
構
造
的
に
も
っ
と
も
複
雑
か
つ
重
要

な
建
築
の
四
隅
の
一
箇
所
分
だ
け
の
部
材
を
つ
く
っ
て
組
立
て
る
よ
う
な
方
法

が
と
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
私
は
こ
れ
だ
け
で
も
、
仏
教
建
築
が
如
何
な
る
も

の
で
あ
る
の
か
を
理
解
す
る
に
は
大
い
に
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
実
物
大
の
部
材
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
実
物
大
の
模
型
が
あ
れ
ば
も
っ
と
も

つ
く
り
や
す
い
。
す
る
と
百
済
の
造
寺
工
の
の
来
日
時
に
、
模
型
や
ス
ケ
ッ

チ
・
設
計
図
と
と
も
に
、
一
度
百
済
で
組
立
て
ら
れ
て
い
た
仏
教
建
築
の
四
隅

の
部
分
な
ど
が
解
体
さ
れ
、
部
材
は
日
本
に
運
ば
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
百
済
か
ら
日
本
へ
の
輸
送
は
、
船
を
使
う
か
ぎ
り
大
き
さ
や
重
さ
は
あ
ま

り
間
題
に
は
な
ら
な
い
。
水
が
あ
る
と
こ
ろ
な
ら
、
海
で
も
川
で
も
船
ほ
ど
容

易
に
物
資
を
運
ぶ
も
の
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
私
は
百
済
の
仏
教
建
築
の
四
隅

の
部
分
を
解
体
し
た
部
材
を
も
、
実
物
大
の
、
つ
ま
り
一
分
の
一
の
模
型
と
呼

び
た
い
が
、
こ
の
よ
う
な
模
型
が
見
習
い
工
た
ち
の
技
術
習
得
に
は
も
っ
と
も

利
用
価
位
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
飛
鳥
寺
の
発
願
と
造
営
集
団

　
百
済
の
造
寺
工
が
来
日
し
た
の
が
敏
達
六
年
で
、
そ
の
後
わ
が
国
の
見
習
い

工
人
た
ち
が
仏
教
建
築
の
技
法
や
工
法
の
習
得
に
つ
と
め
た
が
、
ど
れ
ほ
ど
の

期
問
で
マ
ス
タ
ー
で
き
た
か
は
残
念
な
が
ら
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
用
明
二
年

に
は
わ
が
国
初
の
本
格
伽
藍
の
飛
鳥
寺
が
発
願
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ま
で

に
は
わ
が
見
習
い
工
人
た
ち
も
一
人
前
の
工
人
に
成
長
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
も
っ
と
も
、
見
習
い
工
人
た
ち
の
養
成
期
間
中
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
彼
等

と
師
匠
の
造
寺
工
の
合
作
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
も
の
が
『
日
本
書
紀
』
や

『
元
興
寺
縁
起
』
に
書
か
れ
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
馬

子
が
建
て
た
も
の
で
、
敏
達
十
三
年
の
宅
の
東
の
仏
殿
と
石
川
の
宅
の
仏
殿
、

さ
ら
に
敏
達
十
四
年
の
大
野
丘
の
北
の
塔
の
三
箇
所
の
仏
教
施
設
で
あ
る
。
以

上
の
仏
教
施
設
が
立
っ
て
い
た
場
所
は
も
ち
ろ
ん
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
然

な
が
ら
如
何
な
る
建
築
が
立
っ
て
い
た
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
仏
殿
と

殿
の
文
字
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
こ
の
建
物
は
中
国
建
築
、
つ

ま
り
は
仏
教
建
築
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
ま
た
塔
は
い
う
ま
で
も
な
く
仏

塔
の
こ
と
で
、
『
元
興
寺
縁
起
』
は
刹
柱
と
い
う
仏
塔
独
自
の
部
材
名
を
記
し

て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
大
野
丘
の
北
の
塔
は
刹
と
い
う
心
柱
が
通
っ
た
中
国

創
案
の
木
造
仏
寺
建
築
の
形
式
を
踏
襲
し
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
あ
る
ま
い
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
百
済
の
造
寺
工
に
弟
子
入
り
し
た
わ
が
見
習
い
工
人
た

ち
は
お
よ
そ
十
年
の
間
に
、
師
匠
か
ら
仏
教
建
築
の
技
法
を
習
得
し
つ
つ
、
三

箇
所
の
仏
教
施
設
を
師
匠
と
と
も
に
つ
く
り
、
本
格
伽
藍
の
造
営
に
そ
な
え
て

い
た
の
で
あ
る
。

一
四
三



五
、
飛
鳥
寺
造
営
集
団

　
飛
鳥
寺
が
発
願
さ
れ
た
用
明
二
年
（
五
八
七
）
に
つ
い
て
、
先
ほ
ど
私
は
、

敏
達
六
年
（
五
七
七
一
に
来
日
し
た
百
済
の
造
寺
工
の
も
と
に
弟
子
入
り
し
て

い
た
見
習
い
工
人
た
ち
が
、
こ
の
用
明
二
年
の
こ
ろ
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
・
技
法

を
習
得
し
て
一
人
前
の
造
寺
工
と
造
仏
工
に
成
長
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
馬
子

は
わ
が
国
初
の
本
格
伽
藍
造
営
の
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
と
記
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
こ
と
を
伝
え
る
文
献
は
何
も
な
い
。
し
か
し

私
は
、
『
日
本
杳
紀
』
の
敏
達
六
年
の
工
人
の
来
日
と
用
明
二
年
の
飛
鳥
寺
の

発
願
と
い
う
二
つ
の
記
事
か
ら
、
そ
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
確
信
し
て
い
る
。

　
お
よ
そ
十
年
の
歳
月
を
費
し
て
、
わ
が
見
習
い
工
人
た
ち
は
一
人
前
の
造
寺

工
へ
と
養
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
仏
教
公
伝
以
来
お
よ
そ
五
十
年
、
わ
が
国
に

も
仏
教
文
化
の
拠
点
た
る
本
格
伽
藍
を
造
営
す
る
こ
と
の
で
き
る
工
人
集
団
が

誕
生
し
た
こ
と
に
な
る
。
私
は
こ
れ
を
飛
鳥
寺
造
営
集
団
と
呼
び
た
い
。

　
こ
の
飛
鳥
寺
造
営
集
団
は
堂
塔
の
建
立
を
担
当
す
る
造
寺
工
を
中
心
と
し
た

造
堂
塔
グ
ル
ー
プ
と
、
本
尊
の
金
銅
仏
を
制
作
す
る
造
仏
工
の
造
仏
グ
ル
ー
プ

か
ら
な
っ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
巨
大
木
造
建
築
を
建
て
る
造
堂
塔
グ
ル
ー
プ
が

人
数
も
多
く
、
組
織
も
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
建
築
の
場

合
、
杣
取
り
し
た
木
材
を
乾
燥
し
、
木
づ
く
り
を
し
て
各
種
部
材
に
仕
上
げ
、

順
次
組
立
て
て
い
く
。
こ
れ
が
造
寺
工
の
主
た
る
任
務
で
あ
ろ
う
が
、
現
実
に

は
ま
ず
用
地
を
測
量
し
、
図
面
通
り
に
ど
こ
に
何
を
建
て
る
か
決
め
な
け
れ
ば

一
四
四

な
ら
な
い
。
用
地
内
に
堂
塔
の
建
つ
地
点
が
決
定
す
る
と
、
地
山
面
ま
で
掘
り

下
げ
版
築
工
法
に
よ
っ
て
強
固
な
基
壇
を
造
成
す
る
。
ま
た
採
石
場
か
ら
礎
石

に
す
る
石
を
切
り
出
し
、
柱
を
う
け
る
よ
う
に
加
工
し
て
基
壇
上
の
所
定
の
地

点
に
掘
え
る
。
こ
こ
ま
で
の
工
程
が
終
ら
な
い
と
、
木
づ
く
り
さ
れ
た
柱
は
立

た
な
い
し
、
梁
も
桁
も
架
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

百
済
の
造
寺
工
は
木
づ
く
り
や
架
構
以
外
に
も
測
量
の
技
術
や
版
築
の
工
法
、

礎
石
の
加
工
、
さ
ら
に
漆
喰
壁
の
造
法
等
を
、
見
習
い
工
人
た
ち
に
教
授
し
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
種
々
の
技
術
を
習
得
し
て
い
た
造
寺
工
が
い
た

は
ず
だ
か
ら
、
造
営
塔
グ
ル
ー
プ
の
方
が
人
数
も
多
く
、
組
織
も
大
き
く
な
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
日
本
人
造
寺
工
を
統
率
し
て
い
た
の
が
百
済
の
造

寺
工
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
一
方
、
造
仏
グ
ル
ー
プ
で
は
仏
師
と
し
て
鞍
作
鳥
の
名
は
あ
ま
り
に
有
名
で

あ
る
。
私
は
、
鞍
作
鳥
こ
そ
敏
達
六
年
ご
ろ
か
ら
百
済
の
造
仏
工
の
も
と
で
見

習
い
工
人
と
し
て
学
び
、
お
よ
そ
十
年
の
間
に
金
銅
仏
の
造
像
披
法
を
習
得
し
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て
い
ち
は
や
く
頭
角
を
あ
ら
わ
し
た
人
物
で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
鞍
作

鳥
が
習
得
し
た
金
銅
仏
の
制
作
は
、
小
さ
な
も
の
で
あ
れ
ば
造
仏
工
は
一
人
で

中
型
や
原
形
・
外
型
を
つ
く
り
、
さ
ら
に
鋳
込
ま
で
も
一
人
で
お
こ
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
そ
れ
を
手
伝
う
補
助
員
の
手
元
が
い
た
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
が
、
原
則
一
人
の
造
仏
工
が
ハ
金
銅
仏
な
ら
つ
く
る
こ
と
は
で
き
た
。

し
か
し
仏
像
制
作
が
小
か
ら
し
だ
い
に
大
き
く
な
っ
て
等
身
へ
と
す
す
み
、
あ

る
い
は
小
で
も
数
量
が
増
え
る
と
、
一
人
の
造
仏
工
と
そ
の
手
元
だ
け
で
は
仏

像
の
制
作
は
維
持
で
き
な
く
な
る
。
そ
の
よ
う
な
段
階
、
つ
ま
り
見
習
い
工
人



が
一
人
前
に
な
る
こ
ろ
に
分
業
が
お
こ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
塑
土
で
原

形
を
つ
く
る
造
形
部
門
と
鋳
込
を
担
当
す
る
鋳
造
部
門
の
大
き
く
二
つ
に
分
れ
、

〈
リ
ー
ダ
ー
的
造
仏
工
↓
造
形
担
当
造
仏
工
・
鋳
造
担
当
造
仏
工
↓
手
元
〉
と

い
う
職
制
が
生
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
飛
鳥
寺
の
発
願
を
迎
え
る
こ
ろ
、

百
済
の
造
仏
工
の
も
と
で
学
ん
で
い
た
見
習
い
工
人
の
中
か
ら
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
鞍
作
鳥
が
浮
上
し
た
が
、
彼
は
百
済
の
造
仏
工
の
代
理
を
つ
と
め
る
造
仏
工

で
あ
り
、
金
銅
仏
制
乍
の
造
形
部
門
と
鋳
造
部
門
の
双
方
に
長
じ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
飛
鳥
寺
が
発
願
さ
れ
た
用
明
二
年
の
時
点
で
、
わ
が
国
に
は
本
格
伽
藍
を
造

営
す
る
た
め
の
工
人
が
す
で
に
養
成
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
先
述
し
た
よ

う
に
飛
鳥
寺
建
立
の
た
め
に
百
済
か
ら
再
度
工
人
を
招
聰
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
・
『
元
興
寺
縁
起
』
・
露
盤
銘
は
い
ず
れ
も
飛
鳥
寺
建
立
の
た
め
に

百
済
か
ら
工
人
が
渡
来
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
工
人
の
職
種
と
人
数
を
み

る
と
、
『
日
本
書
紀
』
は
寺
工
二
人
、
鑓
盤
博
士
一
人
、
瓦
博
士
四
人
、
画
工

一
人
の
四
種
八
人
の
工
人
の
渡
来
を
伝
え
、
露
盤
銘
は
鐘
盤
師
一
人
、
寺
師
二

人
、
瓦
師
四
人
の
三
種
七
人
の
工
人
を
記
し
た
あ
と
に
、
書
人
百
加
博
士
・
陽

古
博
士
の
名
を
杳
き
加
え
て
い
る
。
ま
た
『
元
興
寺
縁
起
』
は
四
口
の
工
人
と

金
堂
の
本
様
が
送
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
の
伝

え
る
と
こ
ろ
が
一
致
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
寺
工
と
寺
師
は

造
寺
工
の
こ
と
、
鑓
盤
博
士
と
鍵
盤
師
は
仏
塔
の
上
の
水
煙
や
刹
管
・
九
輸
な

ど
の
金
属
製
部
分
を
つ
く
る
工
人
で
、
瓦
博
士
と
瓦
師
は
瓦
職
人
、
画
工
は
仏

堂
内
の
天
井
に
蓮
華
や
唐
草
の
文
様
を
描
い
た
り
柱
や
梁
を
塗
装
し
た
工
人
と

飛
鳥
寺
の
発
願
と
造
営
集
団

思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
も
建
築
関
係
の
工
人
ば
か
り
で
、
仏
像
関
係
の
工
人
が
い

な
い
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　
造
仏
工
が
招
聰
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
飛
鳥
寺
発
願
の
時

点
で
、
本
格
伽
藍
の
丈
六
本
尊
の
金
銅
仏
の
制
作
に
応
じ
る
技
禰
を
も
っ
た
造

仏
工
が
わ
が
国
に
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
造
仏
工
の
名
は
鞍
作
鳥

で
あ
る
。
そ
れ
で
は
飛
鳥
寺
発
願
の
時
点
で
一
人
前
の
造
寺
工
は
い
な
か
っ
た

の
か
と
い
う
と
、
け
っ
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
先
ほ
ど
よ
り
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
造
寺
工
も
造
仏
工
も
一
人
前
に
成
長
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ

で
も
建
築
関
係
の
工
人
を
あ
ら
た
に
招
聰
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ

に
そ
の
特
殊
性
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
仏
教
建
築
が
巨
大
木
造
建
築
で
プ
ロ
ン
ズ

像
の
制
作
よ
り
も
桁
違
い
に
大
規
模
な
工
事
で
あ
っ
た
た
め
、
専
門
技
術
を
身

に
つ
け
て
い
た
造
寺
工
を
何
人
で
も
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
現
に
敏
達

六
年
の
造
寺
工
は
一
人
で
あ
っ
た
が
、
飛
鳥
寺
建
立
の
た
め
に
来
日
し
た
造
寺

工
は
二
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
建
築
の
方
が
指
導
的
な
ス
タ
ッ
フ
を
必
要
と

し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
仏
教
建
築
は
屋
根
に
瓦
を
葺
き
、
仏
塔
の
上
に
は
九
輸

や
水
煙
の
よ
う
な
金
属
製
部
品
を
つ
け
、
堂
内
の
柱
や
梁
に
は
彩
色
を
施
こ
し
、

天
井
に
は
鮮
や
か
な
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
造
寺
工
だ
け
で
は
と
う
て

い
つ
く
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
飛
鳥
寺
建
立
の
た

め
に
寺
工
（
造
寺
工
）
の
ほ
か
に
鑓
盤
博
士
一
人
、
瓦
博
士
四
人
、
画
工
一
人

が
来
日
し
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
、
建
築
関
係
は
そ
れ
だ
け
専
門
工
人
を
必

要
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
飛
鳥
寺
の
発
願
に
際
し
て
百
済
か
ら
渡
来
し
た
工
人
に
つ
い
て

一
四
五



記
す
『
日
本
書
紀
』
・
『
元
興
寺
縁
起
』
・
露
盤
銘
の
三
種
の
史
料
の
中
で
は

『
日
本
書
紀
』
が
も
っ
と
も
く
わ
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
寺
工
二

人
・
鑓
盤
博
士
一
人
・
瓦
博
士
四
人
・
画
工
一
人
の
四
種
八
人
の
工
人
が
渡
来

し
た
と
い
う
。
『
元
興
寺
縁
起
』
は
「
四
口
の
工
人
、
井
び
に
金
堂
の
本
様
を

　
　
た
て
主
つ

送
り
奉
上
り
き
」
と
あ
っ
て
、
如
何
な
る
種
類
の
工
人
が
渡
来
し
た
の
か
わ
か

ら
な
い
が
、
従
来
四
口
の
工
人
は
四
人
で
は
な
く
、
『
日
本
書
紀
』
の
四
種
の

工
人
に
対
応
さ
せ
て
、
寺
工
・
鐘
盤
博
士
・
瓦
博
士
・
画
工
の
四
種
の
工
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
一
H
一

こ
と
と
い
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
露
盤
銘
は
鍍
盤
師
一
人
・
寺
師
二
人
・
瓦
師
四

人
と
三
種
七
人
の
工
人
の
渡
来
を
記
す
が
、
画
工
の
名
は
な
い
。
露
盤
銘
に
は

工
人
の
渡
来
を
記
し
た
あ
と
、
や
や
は
な
れ
て
「
書
人
百
加
博
士
、
陽
古
博

士
」
の
名
が
み
え
る
。
『
日
本
書
紀
』
の
画
（
董
）
工
白
加
と
較
べ
る
と
、
書

と
笠
、
百
加
と
白
加
は
互
い
に
似
て
い
る
。
こ
の
露
盤
銘
は
誤
字
脱
字
の
多
い

『
元
興
寺
縁
起
』
に
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
書
は
董
、
百

加
は
白
加
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
す
る
と
露
盤
銘
に
は
も
と
も
と
渡
来
工
人
が

も
う
一
種
、
つ
ま
り
画
工
が
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
何
度
か
書
写
を
繰
り

返
す
う
ち
に
錯
綜
が
お
こ
り
、
第
四
の
工
人
画
工
の
画
（
聾
）
は
書
、
白
加
は

百
加
と
な
り
、
渡
来
工
人
は
三
種
と
な
り
書
人
が
は
な
れ
て
お
さ
ま
り
の
悪
い

と
こ
ろ
に
書
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
お
そ
ら
く
飛
鳥
寺
の
建
立
の
た
め
に
崇
峻
元
年
に
百
済
か
ら
渡
来
し
た
工
人

は
建
築
関
係
ば
か
り
で
、
す
で
に
来
日
し
て
い
た
造
寺
工
の
ほ
か
に
今
回
は
あ

ら
た
に
鏑
盤
博
士
・
瓦
博
士
・
画
工
の
三
種
の
工
人
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
種
の
工
人
は
飛
烏
寺
の
発
願
後
に
来
日
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
そ
の

一
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こ
ろ
来
日
し
て
日
本
人
の
見
習
い
工
に
披
術
を
教
え
て
も
、
飛
鳥
寺
の
造
営
に

は
間
に
合
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
飛
鳥
寺
造
営
集
団
に
は
崇
峻
元
年
に
来
日
し
た
百
済
の
建
築

関
係
の
工
人
が
あ
ら
た
に
参
加
し
、
日
本
人
工
人
を
指
導
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。む

す
び

　
飛
鳥
寺
発
願
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
用
明
二
年
に
馬
子
が
政
敵
守
屋
を

滅
ぼ
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
馬
子
の
政
治
に
反
対
す
る
勢
力
が
な
く
な
り
、
か

ね
て
よ
り
す
す
め
て
い
た
仏
法
興
隆
を
一
挙
に
進
展
さ
せ
る
べ
く
、
そ
の
シ
ン

ボ
ル
た
る
本
格
伽
藍
の
造
営
を
発
願
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
百
済

が
わ
が
国
の
仏
法
興
隆
を
期
待
し
て
敏
達
六
年
に
送
っ
て
き
た
造
寺
工
と
造
仏

工
の
も
と
で
育
成
さ
れ
て
い
た
わ
が
国
の
見
習
い
工
人
た
ち
が
十
年
と
い
う
歳

月
を
経
て
、
用
明
二
年
の
こ
ろ
や
っ
と
一
人
前
の
造
寺
工
と
造
仏
工
に
成
長
し

て
い
た
た
め
、
馬
子
は
本
格
伽
藍
建
立
の
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
と
き
造
仏
工
の
第
一
人
者
に
浮
上
し
て
い
た
の
が
鞍
作
鳥
で
あ
る
が
、

彩
色
鮮
や
か
な
巨
大
木
造
建
築
は
造
寺
工
と
い
う
工
人
だ
け
で
は
足
り
ず
、
飛

鳥
寺
が
発
願
さ
れ
る
と
百
済
は
さ
ら
に
鑓
盤
博
士
・
瓦
博
士
・
画
工
と
い
う
建

築
関
係
の
工
人
を
送
っ
て
き
た
。
彼
等
は
飛
烏
寺
造
営
集
団
の
造
堂
塔
グ
ル
ー

プ
に
加
わ
っ
て
、
日
本
人
工
人
を
育
成
し
た
の
で
あ
る
。

　
飛
鳥
寺
は
ま
ず
仏
塔
の
建
立
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
が
、
露
盤
銘
に
は
造
営



担
当
者
の
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
塔
建
立
の
総
責
任
者
と
し
て

山
東
漢
大
費
直
麻
高
垢
鬼
・
意
等
加
斯
費
直
、
そ
の
下
の
現
場
監
督
者
と
し
て

意
奴
弥
首
辰
星
・
阿
沙
都
麻
首
未
沙
乃
・
鞍
部
首
加
羅
爾
・
山
西
首
都
鬼
、
さ

ら
に
そ
の
下
に
多
く
の
手
元
一
諸
手
一
が
控
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
1
）

＾
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註　
拙
稿
「
飛
鳥
寺
の
創
立
に
関
す
る
問
題
」
＾
，
仏
教
芸
術
』
一
〇
七
・
昭
和
五
十
一

年
）
。

　
福
山
敏
…
力
「
飛
鳥
寺
の
創
立
に
関
す
る
研
究
」
（
『
史
学
雑
誌
』
四
五
－
一
〇
・
昭
和

九
年
十
月
）
。

　
文
化
財
保
護
委
員
会
『
四
天
王
寺
』
吉
川
弘
文
館
・
昭
和
四
十
二
年
。

　
諸
橋
撤
次
『
大
漢
和
辞
娩
’
巻
四
の
「
寺
」
・
大
修
館
許
店
・
昭
和
三
十
二
年
。

　
福
山
敏
男
氏
は
「
桜
井
寺
」
の
称
は
縁
起
作
者
が
机
上
で
造
り
出
し
た
名
で
、
信
じ

ら
れ
な
い
と
い
う
。
も
っ
と
も
福
山
氏
は
『
元
興
寺
縁
起
』
と
『
日
本
菩
紀
』
の
テ
キ

ス
ト
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
を
撤
底
的
に
お
こ
な
い
、
飛
鳥
寺
発
願
前
後
に
か
か
わ
る
二
つ
の

史
料
の
記
述
の
多
く
を
構
作
あ
る
い
は
澗
色
と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
福
山
氏
に
よ
る
と

二
つ
の
史
料
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
こ
と
ご
と
く
信
用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
私
は
福
山
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
な
理
内
だ
け
で
は
そ
れ
ほ
ど
否
定
は
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
あ
ら
た
め
て
述
べ
て
み
た
い
。

福
山
「
豊
浦
寺
の
創
立
に
関
す
る
研
究
」
（
『
史
学
雑
誌
』
四
六
－
二
一
・
昭
和
十
年
十

二
月
）
、
福
山
前
掲
論
文
（
註
－
参
照
）
。

　
拙
稿
「
鞍
作
鳥
の
遣
仏
披
法
の
習
得
に
つ
い
て
」
（
，
高
鴬
正
人
先
生
古
希
祝
賀
論
文

集
　
日
本
古
代
史
考
』
所
収
・
平
成
六
年
三
月
）
。

　
わ
が
飛
鳥
人
は
仏
教
文
化
を
百
済
か
ら
供
与
さ
れ
な
が
ら
も
、
も
と
も
と
百
済
の
も

の
で
は
な
く
中
国
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
い
ち
は
や
く
気
付
い
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、

わ
が
国
初
の
本
格
伽
藍
の
飛
鳥
寺
を
造
営
中
の
推
古
靭
に
は
や
く
も
陶
に
使
を
送
り
、

（
8
）

（
9
）

11 1O

中
国
文
化
の
直
妾
稟
取
を
は
じ
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
以
後
わ
が
国
は
一
貫
し
て
中

国
文
化
を
直
接
に
受
容
し
つ
づ
け
、
天
平
時
代
に
は
中
国
仏
教
美
術
に
追
い
付
き
、
追

い
越
す
の
で
あ
る
。
追
い
付
い
た
記
念
す
べ
き
作
品
が
薬
師
寺
金
堂
の
薬
師
三
尊
で
あ

り
、
迫
い
越
し
た
も
の
と
し
て
誇
ら
し
げ
に
つ
く
ら
れ
た
の
が
東
大
寺
大
仏
で
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
稲
木
吉
一
「
上
代
造
形
史
に
お
け
る
，
様
』
の
考
察
」
＾
，
仏
教
芸
術
』
一
七
一
・
昭

和
六
十
二
年
）
。

　
士
且
州
怜
「
日
本
早
期
仏
教
像
に
お
け
る
梁
・
百
済
様
式
の
影
響
」
（
，
仏
教
芸
術
』
二

〇
一
・
平
成
四
年
）
。

　
前
掲
出
稿
（
誼
6
参
照
）
。

　
日
本
古
典
文
学
大
系
，
日
本
書
紀
　
下
』
の
ニ
ハ
八
頁
の
頭
註
一
四
・
岩
波
書
店
・

昭
和
四
十
年
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
六
年
九
月
三
十
日
稿
）

飛
鳥
寺
の
発
願
と
造
営
集
団

一
四
七


